２．標準的な講義・演習の進め方

（１）職種共通従事者養成研修カリキュラム
共通－Ａ「生活困窮者支援の基本的考え方（生活困窮者自立支援制度の理念）」
· 主な内容
制度の理念や目的、自立相談支援事業や任意事業といった生活困窮者自立支援制度の基本について学ぶ。
· 活用可能な教材（本事業で開発したもの）
講義用スライド
· 参考資料（本事業で開発したもの以外で参考となる資料）
国研修テキスト第１章
平成28年度国研修＜共通＞【講義①】生活困窮者支援の基本的考え方（厚生労働省作成資料）、＜共通＞【講義②】自立相談支援事業の目的、支援の流れ（厚生労働省作成資料）
平成30年度国研修＜共通＞【講義①】生活困窮者支援法の改正概要と今後の展望（厚生労働省作成資料）、＜共通＞【講義②】他制度の活用・連携（厚生労働省、野洲市役所作成資料）
· 準備するもの
なし
· 進行案
※下線部分は本事業で作成した教材及び教材内の項目等の名称を表しています。また、波線部分は各プログラムにおける講義・演習の学びを示していますので、その内容を十分に理解し、目的に沿った研修となるよう工夫してみてください。
	時間
	講義・演習の進め方とポイント
	進行に当たっての参考例

	60分
	【講義】
制度の理念については、【共通】Ａ．生活困窮者支援の基本的考え方（生活困窮者自立支援制度の理念）（講義用スライド）に沿って、講義形式で説明を行います。
さらに、自立相談支援事業と任意事業の内容について、地域の状況に沿った内容で教材を作成し、説明することも必要になります。
講義のポイント：
· この講義で説明する事項は主に以下の内容になります。
· 制度の意義：重層的なセーフティネットの構築
· 制度の目標：生活困窮者の自立と尊厳の保持、生活困窮者支援を通じた地域づくり
· 新しい支援の形：包括的な支援、個別的な支援、早期的な支援、継続的な支援、分権的・創造的な支援
· 上記のような理念が生活困窮者支援に求められる理由：近年の社会的背景と生活困窮者を取り巻く状況を踏まえ、新しい生活困窮者支援の形の重要性を説明
· 自立相談支援事業と任意事業の趣旨、対象像、体系等
· 自立相談支援機関と任意事業の実施機関による良好な関係づくりの重要性
· 説明に当たっては、「手引」第１章第１節 生活困窮者自立支援制度の特徴と意義（p.1）も参考になります。
· 制度の理念は、生活困窮者支援にかかわる全ての人にとっての判断や行動の根底となる考え方として、その内容をしっかりと理解し、常に忘れないようにしておく必要があります。このプログラムは研修のなかに継続的に織り込み、職員への定期的な意識付けとして、内容を省くことなく丁寧に繰り返し伝え続けることが必要です。
⇒「手引」第１章第２節 生活困窮者支援における人材養成の重要性（p.2）、第２章第２節１ 現場を起点として研修計画を立案する（pp.13-17）の内容も参照してください。
	· 一方通行にならないよう、冒頭で問いかけ（「困窮者って誰のこと？」）を行うことも効果的です（２分程度）。
⇒冒頭の問いかけについては、「手引」（「生活困窮者自立相談支援事業における都道府県研修実施のための手引」をいう。以下同じ。）第４章第３節２（１）講義に双方向性や参加性を生み出す（pp.54-56）が参考になります。
（10分程度を残して講義終了）
· ㋐大事だと感じたこと、㋑各自ができること、㋒疑問点について数人のグループで話をしてもらいます。スクール形式で講義をしている場合移動する必要はなく、前後左右の方と話し合う程度で構いません　（５分程度）。
· その後、㋒について講師に質問してもらいます。時間の範囲内（５分～10分程度）で、できるだけ応答する時間を設けると、参加者の振り返りにもなります。
· 研修の振り返りや締めくくりに当たっては、「手引」第４章第３節２（３）振り返りで気づきや共感を深める（pp.63-66）が参考になります。
· また、参加者の質問に対応する際には、「手引」第４章第３節１（３）の「Ｑ．参加者の質問に答えられない時はどのようにすればいいでしょうか。」（p.53）も参考にしてください。


共通－Ｂ「支援員に求められる基本倫理と基本姿勢」
· 主な内容
支援の基本となる行動倫理を踏まえて、支援員が身につけるべき基本倫理と基本姿勢を学ぶ。
· 活用可能な教材（本事業で開発したもの）
講義用スライド、演習１、演習２
· 参考資料（本事業で開発したもの以外で参考となる資料）
国研修テキスト第２章
· 準備するもの
なし
· 進行案　
※下線部分は本事業で作成した教材及び教材内の項目等の名称を表しています。また、波線部分は各プログラムにおける講義・演習の学びを示していますので、その内容を十分に理解し、目的に沿った研修となるよう工夫してみてください。
	時間
	講義・演習の進め方とポイント
	進行に当たっての参考例

	５～　10分
	【演習①】
１）【共通】B．支援員に求められる基本倫理と基本姿勢（講義用スライド）の最初のスライドを示し、演習１（演習用シートp.1）に、「３つの倫理」と「８つの基本姿勢」を各自で記入します。
２）演習用シートの裏面にある「正解」と自身で記入した内容を比べて「現状を見直す」時間や、
３）自己点検した結果を同じチームのメンバーと感想を共有する時間をとります。
※個人ワークなので、講義形式のままでレイアウトを変更する必要はありません。３）は、時間によって行わなくても構いません。
演習のポイント：
· 先に考えてもらう時間を設けることで、この後の講義内容に興味を持ってもらうと同時に、基本倫理と基本姿勢に対する理解の促進を図ることを目的として行う演習です。
· 演習では、①思い出せないことがあっても構わないこと、②記入した内容は普段意識していることや、大切にしていることであり、今後も大事にしていただきたいこと、③思い出せなかったことを今後の業務を行うなかで意識していくのが望ましいことを伝えるとよいでしょう。
	· 演習の進行については、「手引」第４章第３節２（２）演習の進行を円滑に進める（pp.57-62）が参考になります。

	50～60分
	【講義】
【共通】B．支援員に求められる基本倫理と基本姿勢（講義用スライド）に沿った講義形式で説明を行います。
講義のポイント：
· 最初に行った演習に対応する内容として、この講義では、生活困窮者の自立の促進を図る支援員にとっての基本となる行動規範、姿勢について学んでもらいます。
· 「２．３つの基本倫理」（スライドp.3）では、３つの基本倫理を説明し、自立相談支援機関ではこれらの行動規範を踏まえて高い倫理観と正しい姿勢を身につけて支援を行う必要があることを説明します。
【３つの基本倫理】
１．権利擁護
２．中立性・公平性
３．秘密保持
· 「３．８つの基本姿勢」（スライドpp.4-12）では、８つの基本姿勢の内容と概要を示し、それぞれの行動指針に基づいてさまざまな状況に対応できる実践力を磨く必要があることを説明します。
【８つの基本姿勢】
１．信頼関係の構築　　　　５．社会とのつながりの構築　　　　　
２．ニーズの的確な把握　　６．チームアプローチの展開
３．自己決定の支援　　　　７．さまざまな支援のコーディネート
4． 家族を含めた支援　　　８．社会資源の開発
· 説明に当たっては、「手引」第１章第４節 都道府県研修における人材養成の目標（pp.7-8）の内容も参考になります。
· “３つの基本倫理”と“８つの基本姿勢”は、制度の理念に基づく支援員の基本的な行動規範、姿勢であり、全ての支援員がしっかりと理解し、支援に活かせるようにしておく必要があります。このプログラムは研修のなかに継続的に織り込み、支援員への定期的な意識付けとして、内容を省くことなく丁寧に繰り返し伝え続けることが必要です。
⇒「手引」第１章第２節 生活困窮者支援における人材養成の重要性（p.2）、第２章第２節１現場を起点として研修計画を立案する（pp.13-17）の内容も参照してください。
	· 講義冒頭での投げかけについては、「手引」第４章第３節２（１）講義に双方向性や参加性を生み出す（pp.54-56）が参考になります。

	５分
	【演習②】
演習２（演習用シート）を活用して個人ワークを進めます。
１）講師は、次のように、演習２（演習用シートp.3）の枠を画用紙に見立てて、絵を描いていくよう参加者に促します。
【進行例】
· 「四角い枠を画用紙に見立てて、これから私がお伝えするものを、絵で描いていってください。」
· 「はじめに、家の絵を描いてください。」「次に、木の絵を描いてください。」「続いて、川を描いてください。」「続いて、月を描いてください。」「さいごに、流れ星を描いてください。」
· 「絵が完成しましたら、右端にお名前を記入してください。」
２）流れ星の絵を参加者各人に描いてもらったのち、その絵をグループの他のメンバーと見せ合ってもらいます。
【進行例】
· 「できあがった絵を、グループのメンバーと見せ合ってください。」
３）全体で確認していきます。
【進行例】
· 「それでは、全体で確認していきましょう。私が伝えることに該当する方は、挙手してください。」
「一階建ての家を描いた方？　二階建てだった方？」
「丸く葉が茂った木を描いた方？　クリスマスツリーのようなとんがった木（針葉樹）を描いた方？　葉っぱのない木を描いた方？」「川を縦に描いた方？　横に描いた方？　斜めに描いた方？」
「満月だった方？半月だった方？三日月だった方？」
「流れ星を1つ描いた方？２つだった方？３つ以上描いた方？」
「名前を枠の外に書いた方？枠の中に書いた方？縦書きだった方？横書きだった方？フルネームで書いた方？名字だけ書いた方？下の名前を書いた方？漢字で書いた方？ひらがなで書いた方？カタカナで書いた方？ローマ字で書いた方？」
４）解説をします。
【解説の例】
· それぞれの受け止め方には多様性があり、言葉でのコミュニケーションには限界があることを感じていただけたと思います。
· 支援においては、「伝えたかどうか」よりも「伝わったかどうか」が重要です。相手に確実に伝わるようなコミュニケーションを心がけていきたいですね。
※グループは同じ机等話しやすい位置に座っている数人を基本として進めるとよいでしょう。スクール形式で講義をしている場合移動する必要はなく、前後左右の方と話し合う程度で構いません。
演習のポイント：
· 人それぞれの多様性を体感することで、さまざまな視点を持つ相談者や職場について考えることの重要性について理解することを目的とした演習です。また、「伝える」ことの難しさについても理解を深めることが期待されます。
	· 時間によって、描く絵を少なくしたり、別の絵を描いてもらうなど、適宜変更して実施して構いません。
· 研修の振り返りや締めくくりに当たっては、「手引」第４章第３節２（３）振り返りで気づきや共感を深める（pp.63-66）が参考になります。



	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	




共通－Ｃ「生活困窮者支援に必要と考えられる視点」
· 主な内容
相談者が抱える課題の特性を踏まえた支援を行うため、相談者の特性別に支援の考え方、留意点等を学ぶ。
· 活用可能な教材（本事業で開発したもの）
なし
※必要に応じて「【相談】Ｂ．対象者の特性を踏まえた支援のあり方」の講義用スライドも活用可能
· 参考資料（本事業で開発したもの以外で参考となる資料）
国研修テキスト第３章第１節及び追補資料
平成28年度国研修＜共通＞【講義と演習⑤】生活困窮者支援に必要と考えられる視点①―対象者の特性を踏まえた支援のあり方―（遠藤智子氏・鈴木美登里氏・金澤信之氏作成資料）、＜共通＞【講義と演習⑥】生活困窮者支援に必要と考えられる視点②―発達障害者への支援のあり方―（山口久美氏作成資料）
· 準備するもの
演習：付箋２色（１人４枚～５枚を２色）、模造紙（グループに１枚）、マジック（グループに１セット）
· 進行案　
※下線部分は本事業で作成した教材及び教材内の項目等の名称を表しています。また、波線部分は各プログラムにおける講義・演習の学びを示していますので、その内容を十分に理解し、目的に沿った研修となるよう工夫してみてください。
	時間
	講義・演習の進め方とポイント
	進行に当たっての参考例

	30～　45分
	【講義】
この講義では、それぞれの対象者の支援に精通した専門家等に登壇していただくことが望まれます。生活困窮者の特性別に、年ごとにテーマを選定し、その概況や支援の考え方、留意点について時間をかけて講義・演習を行うことが期待されます。
教材を都道府県等で作成して講義を行う場合には、【相談】Ｂ．対象者の特性を踏まえた支援のあり方（講義用スライド）で、国研修テキスト第３章第１節（pp.50-86）をもとに支援対象者の典型例について参考となる点を整理した教材を開発していますので、これらを活用することもできます。
講義のポイント：
· この講義では、生活困窮者の状況に応じた支援を展開するために必要な知識として、対象者の特性として考えられる内容と、支援に当たっての留意点等を学んでいきます。
· 支援員は、相談者の抱える課題の特性を踏まえて、個々の状況に応じた支援を展開する必要があります。このため、生活困窮者の特性別に、その概況や支援の考え方、留意点等についての知識や支援技術を習得する必要があるということを説明します。
· 対象者ごとの特性を理解することは、見通しを持った支援を行うことに寄与するものであるということも解説します。
	· 講義の冒頭の投げかけについては、「手引」第４章第３節２（１）講義に双方向性や参加性を生み出す（pp.54-56）が参考になります。


	30～45分
	【演習】
※以下は、演習の例として平成28年度国研修の内容を活用した演習の進め方を解説します。専門家を招いて講義・演習を行う場合には、ここで示した演習の流れを参考にしながら、講師に事例を紹介してもらって進めていくとよいでしょう。
平成28年度国研修＜共通＞「【講義と演習⑤】生活困窮者支援に必要と考えられる視点①―対象者の特性を踏まえた支援のあり方―」、「【講義と演習⑥】生活困窮者支援に必要と考えられる視点②―発達障害者への支援のあり方―」の資料を活用して演習を行います。
講師は、平成28年度国研修で示した事例のなかから一つを選定して紹介します。まずは10分程度の個人作業で支援に必要な視点や留意すべき事項等を考えてもらい、さらにグループでそれぞれの考えたことを10分～15分程度で共有してもらいます。以下の手順で行うと円滑に進めることができます。
· ピンクの付箋に「もっと知りたいこと」、青の付箋には「参考になったこと」を記入します（色は変えても構いませんが、２色用意してください）。
· 付箋について、模造紙を使って整理し、視点を共有します。
いくつかのグループから発表してもらった後に、重要な視点等を解説するとともに、８つの基本姿勢も確認していきます。最後に、それらから学ばれる視点や参考になったことを再度個人で考えてもらいます。
※グループは３人～４人程度で、同じ机等話しやすい位置に座っている数人を基本として進めてください。
演習のポイント：
· 平成28年度国研修＜共通＞では、以下のような支援対象者像と、それぞれの状況に応じた対応方法を学びました。
· 発達障害者（行動特性と特性に応じた対応方法（本人への意図的な声かけの意味・役割等）、自立相談支援機関における対応方法や留意点等）
· ＤＶ被害者（被害から守るための対応方法と配慮すべき事項、心のケア、地域によるサポート　等）
· ひきこもり支援（ひきこもり状態に対する理解の必要性、アウトリーチ、家族全体の課題の把握、自立相談支援機関における対応方法等）
· 学校（教育）における支援（課題を抱える学生への対応、アウトリーチ、学校との連携等）
· 都道府県研修の演習では、上記から一つを選定し、対象者の特性と支援における留意点や主な連携機関について10分程度で説明します。その際には、支援を行うに当たって必要な「健康・保健」「権利擁護」「個人情報保護」の視点も意識しながら解説することが求められます。
· 事例紹介を通して、対象者の特性を踏まえた支援をどうしていくかという具体的なイメージを持ってもらえるようにします。
	· 演習の進行については、「手引」第４章第３節２（２）演習の進行を円滑に進める（pp.57-62）が参考になります。
· 演習はまず同じ机等話しやすい位置に座っている数人を基本として進め、その後２グループで一緒になり、それぞれの内容を共有・整理します。２グループを統合する際には、参加者同士で机を近づけたり、いすを持ち寄ることで対応すると短時間で準備が可能になります。
· 前半の講義を専門家に依頼した場合には、演習の解説においても、重要な視点等をコメントしていただくと、より内容が深まると考えられます。
· 研修の振り返りや締めくくりに当たっては、「手引」第4章第３節２（３）振り返りで気づきや共感を深める（pp.63-66）が参考になります。


共通－Ｄ「地域づくり」
· 主な内容
制度において地域づくりが求められている理由や多様な社会資源が地域に存在していること等を学ぶ。
· 活用可能な教材（本事業で開発したもの）
講義用スライド
· 参考資料（本事業で開発したもの以外で参考となる資料）
国研修テキスト第５章
岩間伸之・原田正樹（2012）『地域福祉援助をつかむ』,有斐閣.
· 準備するもの
なし
· 進行案
※下線部分は本事業で作成した教材及び教材内の項目等の名称を表しています。また、波線部分は各プログラムにおける講義・演習の学びを示していますので、その内容を十分に理解し、目的に沿った研修となるよう工夫してみてください。
	時間
	講義・演習の進め方とポイント
	進行に当たっての参考例

	90分
	【講義】
【共通】Ｄ．地域づくり（講義用スライド）に沿った講義形式で、説明を行います。
※３職種全てが参加する研修であることから、基本的な内容にポイントを絞ってわかりやすく説明することが望まれます。
講師自身が実際にかかわった地域づくりの事例を紹介し、どのように地域づくりに向けて働きかけていったか、地域づくりのプロセス等、実践的な取組について紹介することも望まれます。
講義のポイント：
· この講義では、地域づくりの必要性と推進に向けた具体的な手法について学んでいきます。
· 「１．生活困窮者支援と地域づくり」の「（２）地域づくりの必要性」（スライドpp.4-9）では、生活困窮者が社会に主体的に参加していくに当たっては、社会とのつながりを実感することが重要であることを説明します。また、地域づくりを進めるためには、地域の機関やインフォーマルグループを把握し、それらとどのように連携を図っていくのかを具体的に検討する必要があることを説明します。
· 「（３）地域づくりに必要な視点」（スライドpp.10-11）では、地域づくりを推進するに当たっては「自分たちの問題としてとらえる視点」「地域住民が主体であること」「地域特性を踏まえること」という３つの視点を持つことが重要であることを解説します。
· 「（４）コミュニティ・アセスメントの方法」（スライドp.12）、「（５）コミュニティ・アセスメントの視点」（スライドpp.13-14）では、地域づくりの前提として、地域の特性を把握するための具体的な方法や視点を示します。
· 「（６）地域を重層的にとらえる視点」（スライドp.15）では、地域づくりにおいては地域の範囲を階層化することで、地図上の平面的な理解ではなく、生活圏として重層的に理解することが重要であるということを説明します。
· 「２．ネットワークづくり」（スライドpp.16-21）では、生活困窮者支援のためには、特に「発見のネットワーク」「支援ネットワーク」「交流ネットワーク」が必要であることを説明します。
· 「発見のネットワーク」とは、ひきこもりや社会的孤立の状態にある人を地域住民や地域機関とのネットワークを通して見つけ出すことを示しています。また、「支援ネットワーク」とは、相談者が孤立している状態から脱却するために、支援員は多様な社会資源や地域の人々とともに、参加する場や働く場等を作っていくことを示しています。これは、相談者が支えられる側から支える側に転換することを支援することにもつながるものです。さらに、「交流ネットワーク」とは、支援を適切に行う人材を養成するため、地域の関係者がともに学び、研鑽していくことを示しています。
· 「３．社会資源の開発」（スライドpp.22-23）では、地域には多様な社会資源が存在していること、地域に不足する社会資源について地域全体の問題として捉え、地域関係者とともに開発していく必要があるということに加え、中間的就労の場の開拓においても「地域への貢献や地域の活性化を図る」という視点が大切であることを説明します。
· 「４．地域づくりに活かす地域福祉計画」（スライドpp.24-29）では、地域福祉計画の概要とともに、地域づくりを進めるためには生活困窮者支援を地域福祉計画に位置付けて取り組むことが効果的であるということを説明します。また、その策定プロセスへの参画に当たっては、地域の潜在的な福祉ニーズを顕在化し、住民参加の手法を地域の実情に応じて活用できることが重要であるということについても言及します。
	· 地域固有の情報を盛り込んだ研修教材を開発することも考えられます。
· 講義の冒頭の投げかけについては、「手引」第４章第３節２（１）講義に双方向性や参加性を生み出す（pp.54-56）が参考になります。
· 地域づくりの事例については、講師が解説するのではなく、実践されている方に依頼して事例紹介等を行っていただくことも考えられます。
· 研修の振り返りや締めくくりに当たっては、「手引」第4章第３節２（３）振り返りで気づきや共感を深める（pp.63-66）が参考になります。


共通－Ｅ「個別支援の基本と相談支援の展開（概論）」
· 主な内容
相談支援の基本となる考え方と、インテークから終結までの支援プロセスにおいて支援員が大切にすべき視点や考え方、帳票類の活用について学ぶ。
· 活用可能な教材（本事業で開発したもの）
講義用スライド
· 参考資料（本事業で開発したもの以外で参考となる資料）
国研修テキスト第４章
みずほ情報総研（2016）「生活困窮者自立支援制度の自立相談支援機関における帳票類の標準化等に関する調査研究事業報告書『事例から学ぶ 自立相談支援の基本』」（厚生労働省平成27年度生活困窮者就労準備支援事業費等補助金社会福祉推進事業）
みずほ情報総研（2015）「自立相談支援事業における使用標準様式の実用化に向けた調査研究報告書」（厚生労働省平成26年度セーフティネット支援対策等事業（社会福祉推進事業）） 

· 準備するもの
なし
· 進行案
※下線部分は本事業で作成した教材及び教材内の項目等の名称を表しています。また、波線部分は各プログラムにおける講義・演習の学びを示していますので、その内容を十分に理解し、目的に沿った研修となるよう工夫してみてください。
	時間
	講義・演習の進め方とポイント
	進行に当たっての参考例

	60分
	【講義】
【共通】E．個別支援の基本と相談支援の展開（概論）（講義用スライド）に沿った講義形式で、説明を行います。そのうえで、講師自身が各プロセスのなかで、どのような点に留意したり、工夫をしているかなど、実際の業務の状況を説明し、教材では補えない実践的視点を提供することも望まれます。
講義のポイント：
· 相談支援は、本人と支援員との間の信頼関係に裏打ちされた援助関係を基盤として、本人を取組の主体に位置付けた個別的・継続的な支援を展開することが重要です。その際には、相談支援に関する専門的な方法や支援技術に基づく実践が求められます。
· この講義では、本人との信頼関係の構築に向けた取組と援助関係を活かした支援のあり方、本人の力を引き出す支援の考え方について学んでいきます。さらに、相談支援の各プロセスにおいて支援員が留意すべきポイントや大切な視点、帳票類を活用する意義についても学びます。
· なお、この講義用スライドでは、解説の順番を国研修テキストとは逆の構成にしています。講義では、まず「個別的・継続的な支援」について説明し、その後の相談支援のプロセスに沿った説明を進めます。「個別的・継続的な支援」の内容は、相談支援の全ての過程において支援員が意識し、一つひとつのかかわりのなかに織り込んでいくべき内容です。支援プロセスの説明においては、随時「個別的・継続的な支援」に立ち戻り、一つひとつの取組を通じて「個別的・継続的な支援」を実践するという視点が求められるということを確認しながら、解説を進めていってください。
· 「１．個別的・継続的な相談支援」の「（１）本人との援助関係の構築」（スライドpp.2-8）では、本人と支援員との間に信頼関係に裏打ちされた援助関係を形成することが、本人を主体に位置付けた問題解決へのプロセスを後押しするということを説明します。
· 信頼関係の構築に当たっては、面接以外の場面で本人と一緒に過ごす時間を大切にするとともに、現在の状況に至った背景やそれに付随する感情も含めたありのままの本人を受け止める姿勢が求められます。そして、本人と支援員との間に形成される信頼関係を課題解決に活かしていくことが求められます。
· 本人との信頼関係を基盤とした相談支援は、以下のような視点でとらえることができます。本人とのかかわりにおいては、単に本人に「寄り添う」だけでは本人の前向きな変化を促す専門的な支援にはならず、その過程には高い専門性が求められます。
· 本人が支援員とのつながりによって自分の「居場所」を確認できる。
· 支援員にありのままを受け止めてもらえるという信頼を支えに、本人が現実を直視する。
· 継続的に支えてくれているという実感が、本人の行動変容や自己決定に必要となるエネルギーの供給源になる。
· 援助関係を形成するために本人の感情を受け止めることにより、本人が自分を価値ある人間として感じられるようになり、主体性を喚起する。
· 会話を通じて信頼関係が構築され、そこからさらに会話が広がって本人が自分についての考察を深められるようになる。
· 「（2）本人の力を引き出す支援」（スライドpp.9-21）では、相談支援における取組を通じた本人の「気づき」の内容には、①自分自身の感情、②自分の社会関係、③問題発生のメカニズム、④自分の長所や強み（ストレングス）があることを説明します。そして、本人が自分のできることや強みを認識してそれらを活用することが、自分自身の有用感や肯定感の向上につながり、エンパワメントの獲得に向けた一歩となることを説明します。
· 本人の力を活用した支援を行うに当たって、支援員には以下のような働きかけが求められます。
· 具体的に「できること」を見極め、活用する。
· 変化を前向きに評価し、本人や関係者にフィードバックする。
· できることから出発し、連鎖的に本人の力を引き出す。
· 支援員は、本人の歩調に合わせながら関係づくりを進め、２人の行き着く「ゴール」を本人が決めることができるように支えることが求められます。本人が決めるプロセスを支えるための取組の視点として、以下のことも取り上げます。
· 自己決定できる環境や状況を整える。
· 支援員との信頼関係から自己決定につなげる。
· 周囲とのやりとりや関係性を踏まえて自分の考えや意向を形成していけるよう、間に入って媒体機能を担う。
· 感情の「揺れ」に付き合う。
· 「２．相談支援の展開」（スライドpp.22-44）では、相談支援の各プロセスの概要、大切にすべき視点や留意点を整理していますので、講義用スライドに沿って順に説明していきます。
· アウトリーチ：早期発見・早期把握に向けてさまざまな機関と連携を図り、地域のネットワークを構築する。
※本制度におけるアウトリーチには、「発見のためのアウトリーチ」「アセスメントのためのアウトリーチ」「支援のためのアウトリーチ」「地域づくりのためのアウトリーチ」という側面がありますが、この講義では相談支援のプロセスに沿って説明を進めるという観点から、「発見のためのアウトリーチ」についての解説を行います。
· 包括的な相談受付：相談につながった人を幅広く受け止め、対応について適切に判断する。
· アセスメント：本人を取り巻く環境を把握し、本人が自分自身の状況や課題をどのように捉えているのか理解する。
· プラン作成：本人の意思を大切に、本人と協働で作成する。
· 支援の実施：プランの取組を通じて「個別的・継続的な支援」を行うことを意図してかかわる。チームアプローチにより支援を行う。
· 終結：適切に判断し、終結後のフォローも想定しておく。
· 「３．帳票類標準様式を活用する意義」（スライドpp.45-47）には、相談支援の展開において、帳票類を活用することの意義・それらを標準化することの意義を整理し示していますので、講義用スライドに沿って説明していきます。
· 法に基づく相談支援機関として適切に判断し必要な手続きを実施するために。
· 相談支援の質の確保、向上のために。
· チームアプローチを支える情報共有の手段として。
· ケースデータを蓄積して支援対象者の状態像や支援実績、支援による効果を把握するために。
	· 講義の冒頭の投げかけについては、「手引」第４章第３節２（１）講義に双方向性や参加性を生み出す（pp.54-56）が参考になります。
· 事例を用意し、講義内容を踏まえながら、インテーク・アセスメントシート（特に「課題と背景要因」「課題のまとめと支援方針」）を作成する演習の時間を設けることも望まれます。
⇒作成後、前後左右の３人～４人程度のグループで共有してもらいます。
· 研修の振り返りや締めくくりに当たっては、「手引」第４章第３節２（３）振り返りで気づきや共感を深める（pp.63-66）が参考になります。



	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	




共通－Ｆ「就労支援の実施方法」
· 主な内容
多様な働き方があることを踏まえて就労支援を行う必要があることを学ぶ。
· 活用可能な教材（本事業で開発したもの）
講義用スライド「【就労】Ａ－１．就労支援の基本的考え方」
· 参考資料（本事業で開発したもの以外で参考となる資料）
国研修テキスト第６章
平成28年度国研修＜共通＞【講義と演習⑨】就労支援の考え方と実施方法（新保美香氏作成資料）
平成30年度国研修＜共通＞【講義と演習⑧】就労支援の考え方と実施方法（新保美香氏作成資料）、＜就労準備＞【講義と演習⑨】支援関係の構築（新保美香氏・岡野みゆき氏・谷口仁史氏作成資料）
· 準備するもの
演習用シート
· 進行案
※下線部分は本事業で作成した教材及び教材内の項目等の名称を表しています。また、波線部分は各プログラムにおける講義・演習の学びを示していますので、その内容を十分に理解し、目的に沿った研修となるよう工夫してみてください。
	時間
	講義・演習の進め方とポイント
	進行に当たっての参考例

	30分
	【講義①】
就労支援の考え方については、【就労】Ａ－１．就労支援の基本的考え方（講義用スライド）を活用して教材を作成してください。
※３職種全てが参加する研修であることから、基本的な内容にポイントを絞ってわかりやすく説明することが望まれます。
講義のポイント：
· この講義では、自立の概念には経済的自立だけでなく日常生活自立や社会生活自立もあり、支援員は多様な自立の姿があることを踏まえて就労支援を行う必要があることを説明します。
· また、就労支援を行うに当たっては、本人の状況に応じて、本人の自己決定を尊重しながら支援を進めていくことや、単なる「職」と「求職者」を結び付けるジョブマッチングにとどまらず、中間的就労や就労体験場所の開拓、社会資源の開発、企業への定着支援等が求められることも説明します。
· 生活困窮者支援における就労支援は、「就職」支援とは異なり、「就労が収入を得るばかりでなく、社会とのつながりを構築し、自己実現を図るという意義を持つ」という観点から実施することを理解してもらうことが大切です。
	· 研修の冒頭の投げかけについては、「手引」第４章第３節２（１）講義に双方向性や参加性を生み出す（pp.54-56）が参考になります。


	10分
	【演習】
※以下は、演習の例として平成28年度国研修の内容をもとにした演習の進め方を解説します。
【就労】Ａ－１．就労支援の基本的考え方（講義用スライド）の「４．さいごに」（スライドp.23-24）を示し、本制度のもと、支援員が取り組む就労支援の内容を確認していきます。
就労支援員に求められる「きちんと」「みんなで」「ずっと」「つながる・つくる」のなかにあるそれぞれの項目を確認してもらいます。
· 「取り組めている」→○
· 「これから取り組みたい」→△
· 「特に重点的に取り組みたい」→☆
その後、チェックした内容についてチームで共有してもらいます。
※グループは同じ机等話しやすい位置に座っている３人～４人を基本として進めるとよいでしょう。スクール形式で講義をしている場合移動する必要はなく、前後左右の方と話し合う程度で構いません。
演習のポイント：
· これまでの自らの実践を振り返ること、今後の行動変容を目的とした演習です。また、この後の講義において、各自が習得すべき学びを明らかにすることも期待されます。
	· 演習の進行については、「手引」第４章第３節２（２）演習の進行を円滑に進める（pp.57-62）が参考になります。
· 確認に当たっては、チェックシートを作成し配布することが望まれます。


	20分
	【講義②】
就労支援の実施方法については、平成28年度国研修＜共通＞「【講義と演習⑨】就労支援の考え方と実施方法」の資料（「就労支援の基本的な考え方～実践編～」）を参考にして教材を作成してください。
※３職種全てが参加する研修であることから、基本的な内容にポイントを絞ってわかりやすく説明することが望まれます。
講義のポイント：
· 自立相談支援機関が行う就労支援は、「就職支援」だけでなく、多様な就労阻害要因に対応しながら職業紹介から定着支援までをカバーする「支援付き就労」であることを説明します。
· そのような支援の実施においては、支援者に対する職業紹介と同時に、企業開拓が重要であることを説明し、その実際の進め方を示します（【就労】Ｃ．企業へのアプローチ（講義用スライド）を活用して教材を作成し、ポイントを絞って説明することも考えられます。）。
· 実践方法については、講師の経験をもとに、地域の実態等を踏まえた効果的な取組について紹介することが望まれます。
	· 講師自身が就労支援を行ううえで大切にしていること「就労支援３カ条」を紹介することで、就労支援を進めるに当たっての大切な考え方をわかりやすく示すことができます。
· 就労支援を地域で行っている方に講演等をしていただくことも考えられます。
· 研修の振り返りや締めくくりに当たっては、「手引」第４章第３節２（３）振り返りで気づきや共感を深める（pp.63-66）が参考になります。


（２）相談支援員養成研修カリキュラム
相談－Ａ「相談支援の基本的考え方」
· 主な内容
相談支援の基本的な考え方と帳票類を活用する意義について、職種共通従事者養成カリキュラムで学んだ内容を再度確認する。
· 活用可能な教材（本事業で開発したもの）
講義用スライド
· 参考資料（本事業で開発したもの以外で参考となる資料）
みずほ情報総研（2016）「生活困窮者自立支援制度の自立相談支援機関における帳票類の標準化等に関する調査研究事業報告書『事例から学ぶ 自立相談支援の基本』」（厚生労働省平成27年度生活困窮者就労準備支援事業費等補助金社会福祉推進事業）
みずほ情報総研（2015）「自立相談支援事業における使用標準様式の実用化に向けた調査研究報告書」（厚生労働省平成26年度セーフティネット支援対策等事業（社会福祉推進事業）） 
· 準備するもの
なし
· 進行案
※下線部分は本事業で作成した教材及び教材内の項目等の名称を表しています。また、波線部分は各プログラムにおける講義・演習の学びを示していますので、その内容を十分に理解し、目的に沿った研修となるよう工夫してみてください。
	時間
	講義・演習の進め方とポイント
	進行に当たっての参考例

	45分
	【講義】
【相談】A．相談支援の基本的考え方（講義用スライド）に沿った講義形式で説明を行います。
講義のポイント：
· この講義では、【共通】E．個別支援の基本と相談支援の展開（概論）で学んだ内容を再度確認していきます。
· 相談支援を効果的に展開するためには、相談支援の対象となる本人、その家族や周囲の環境についての理解を深め、本人理解に基づいて支援の方向性を見定めることが求められます。また、支援を行うに当たっては、本人が主体的に課題の解決に向けて取り組むことを支えるという視点が重要になります。
· また、支援を組織的、効率的、効果的に展開するために帳票類を活用するということも説明します。
· 「２．帳票類の活用」の「（２）帳票類を活用した相談支援の展開」（スライドp.8以降）には、「【共通】Ｅ. 個別支援の基本と相談支援の展開（概論）」及び本講義で学んだ内容を踏まえたうえで、帳票類を活用した相談支援の展開に際してよくある質問とその回答をいくつか挙げていますので、参考情報として紹介してください。
	· 参加者の経験等を考慮し、必要に応じて相談支援の各プロセスの考え方について本講義の冒頭で再度確認をすることも望まれます。（【共通】Ｅ. 個別支援の基本と相談支援の展開（概論）のスライドを活用できます。）
· 講義の冒頭の投げかけについては、「手引」第４章第３節２（１）講義に双方向性や参加性を生み出す（pp.54-56）が参考になります。
· スライドp.8以降の部分は、講義内での説明を省き、参考情報として研修中あるいは研修後に各自で読んでもらうこととしてもよいでしょう。
· よくある質問と回答の内容は、過去の参加者の声等を参考にしながら、参加者のニーズにあった内容を追加して示すとよいでしょう。講義用スライドで示した質問と回答を紹介しながら、講義内で参加者から相談支援の展開に当たっての質問を受け付けることも考えられます。
⇒参加者の質問に対応する際には、「手引」第４章第３節１（３）の「Ｑ．参加者の質問に答えられない時はどのようにすればいいでしょうか。」（p.53）も参考にしてください。
· 研修の振り返りや締めくくりに当たっては、「手引」第４章第３節２（３）振り返りで気づきや共感を深める（pp.63-66）が参考になります。


相談－Ｂ「対象者の特性を踏まえた支援のあり方」
· 主な内容
対象者の特性を踏まえた支援の考え方と留意点等について学ぶ。
· 活用可能な教材（本事業で開発したもの）
講義用スライド
· 参考資料（本事業で開発したもの以外で参考となる資料）
国研修テキスト第３章第１節及び追補資料
平成28年度国研修＜共通＞【講義と演習⑤】生活困窮者支援に必要と考えられる視点①―対象者の特性を踏まえた支援のあり方―（遠藤智子氏・鈴木美登里氏・金澤信之氏作成資料）、＜共通＞【講義と演習⑥】生活困窮者支援に必要と考えられる視点②―発達障害者への支援のあり方―（山口久美氏作成資料）
· 準備するもの
なし
· 進行案　
※下線部分は本事業で作成した教材及び教材内の項目等の名称を表しています。また、波線部分は各プログラムにおける講義・演習の学びを示していますので、その内容を十分に理解し、目的に沿った研修となるよう工夫してみてください。
	時間
	講義・演習の進め方とポイント
	進行に当たっての参考例

	30分
	【講義】
【相談】Ｂ．対象者の特性を踏まえた支援のあり方（講義用スライド）に沿った講義形式で説明を行います。
講義のポイント：
· 生活困窮者の支援を行うに当たっては、対象者の特性と、その人が生活困窮に陥った背景や要因等を理解し、状況に応じた支援を展開することが求められます。この講義では、対象者の特性を踏まえた支援のあり方として、生活困窮者の特性別に、支援の考え方や留意点等を説明していきます。
· ニート：世帯の困窮状態全体を視野に入れ、本人が働けなくなっている状態をアセスメントする。
· ひきこもり：ひきこもりかどうかの判定や原因の特定ではなく、生活困窮から脱するための支援のためにかかわる。
※ひきこもりの人に対する支援について解説する際、「支援のためのアウトリーチ」という観点から、対象者に必要な支援を届けるための活動の考え方と具体的な方法についても説明することが望まれます（スライドp.9）。
· 精神科疾患：医療機関と連携し、疾患の特性や病状に合わせた支援を行う。
· 知的障害、発達障害：本人の生活のしづらさを理解する、本人にとってわかりやすいやり方で丁寧に関わる。
· 虐待：自治体が窓口になって対応することを基本としながら、必要に応じて自立支援機関で支援する。
· 多重・過剰債務者：さまざまな背景を抱えて生活困窮に陥る多重・過剰債務者の実情を理解し、専門の窓口につなぎながら、問題の解決と生活の再建を支援する。
· ホームレス：住宅の確保と就労支援を基本としながら包括的な支援を行い、自立後も継続的にかかわる。
· 矯正施設出所者等：保護観察所と連携しながら、生活の安定に向けた適切な支援を行う。
· 外国人：状況や直面しやすい課題が多様であることを認識し、必要な情報が適切に届くように支援する。
· 性暴力被害者：本人の状況や心情に配慮しながら、専門機関と連携して支援を行う。
· セクシュアル・マイノリティ：「性」の多様さを理解し、本人との信頼関係を構築する。
· 実際の支援では、この講義で取り上げた内容にとらわれ過ぎることのないよう、個々の状況に応じて柔軟な対応を行う必要があるということも説明しておくことが求められます。
	· この講義では、それぞれの対象者の支援に精通した専門家等に登壇していただくことが望まれます。研修の企画を通じて各分野の専門家と知り合うことは、新たな社会資源の開発にもつながります。
· 講義の冒頭の投げかけについては、「手引」第４章第３節２（１）講義に双方向性や参加性を生み出す（pp.54-56）が参考になります。
· 研修の振り返りや締めくくりに当たっては、「手引」第４章第３節２（３）振り返りで気づきや共感を深める（pp.63-66）が参考になります。


相談－Ｃ「個を支える地域づくり」
· 主な内容
地域を基盤とした相談支援のあり方と、生活困窮者を通じた地域づくりの基本的な考え方について学ぶ。
· 活用可能な教材（本事業で開発したもの）
講義用スライド
· 参考資料（本事業で開発したもの以外で参考となる資料）
国研修テキスト第４章
岩間伸之・原田正樹（2012）『地域福祉援助をつかむ』,有斐閣.
· 準備するもの
なし
· 進行案　
※下線部分は本事業で作成した教材及び教材内の項目等の名称を表しています。また、波線部分は各プログラムにおける講義・演習の学びを示していますので、その内容を十分に理解し、目的に沿った研修となるよう工夫してみてください。
	時間
	講義・演習の進め方とポイント
	進行に当たっての参考例

	30分
	【講義】
【相談】Ｃ．個を支える地域づくり（講義用スライド）に沿った講義形式で説明を行います。
講義のポイント：
· 生活困窮者自立支援制度の目標として、「生活困窮者の自立と尊厳の保持」に加えて「生活困窮者支援を通じた地域づくり」があります。個別の支援と地域づくりは制度の両輪であるということを踏まえ、この講義では、包括的な支援を行うためには地域力を高めていくことが重要であり、そのためには地域の人や自治会、関係機関等を巻き込み一緒に支援にかかわることが必要であるということを説明していきます。
· 「個を地域で支える支援」と「個を支える地域をつくる支援」を一体的に展開することにより、地域福祉の底上げにつながります。
· 「１．地域を基盤とした相談支援」の「（３）個と地域の一体的支援」にある図：個と地域の一体的支援（スライドp.４）は、以下のことを示しています
。
（Ａ）のアプローチ：本人への支援に直接かかわるアプローチ
（Ａ１）支援員が本人に直接働きかけるアプローチ
　　　　（Ａ２）専門機関等による専門的サービスの提供
　　　　（Ａ３）近隣の地域住民やボランティア等から本人への生活支援
（Ｂ）「個を支える地域をつくる支援」
（Ｂ１）本人にかかわった地域住民たちがその過程で新たな気づきを得て、地域の他のニーズのある人やその可能性がある人たちに予防的対応を含めて手を差しのべること
（Ｂ２）ニーズをいち早く把握できる取組や新しいネットワークを形成するといった圏域全体を視野に入れた働きかけ
· 「（４）個別支援から地域支援、そして地域づくりの推進へ」にある図：個別支援から地域支援、地域づくりの推進へ（スライドp.５）は、以下のことを示しています
。
「個を地域で支える支援（Ａ）」
「個を支える地域をつくる支援（Ｂ）」
「生活困窮者支援を通じた地域づくり（Ｃ）」
⇒地域を基盤とした相談支援においては、（Ａ）（Ｂ）を同時並行で推進する。さらに、複数の地域における実践を束ねていくことによって、（Ｃ）につながる。さらに、同時並行で（Ｃ）の側から（Ｂ）を活性化するアプローチも大切。
上記のような取組の蓄積によって、（Ｃ）の推進が（Ａ）の個別支援に寄与するという関係がもたらされる。
· また、地域を基盤とした相談支援は「予防的支援」の機能も有しています。相談支援員は、包括的な相談支援の担い手として、地域住民との協働により①早期発見・早期把握、②早期対応、③見守り、④良好で健全な状態を維持するためのさまざまな取組を行うことが求められます。
· 「２．予防的支援の展開」の「（１）地域を基盤とした相談支援と予防的支援」にある図：予防的支援のための４つのアプローチのイメージ図（スライドp.６）は、以下のことを示しています
。
⇒①不健全域にある事例でありながらも、早い時期で発見し、それ以上不健全な状態にならないよう手立てを講じる。
②不健全域にある事例を健全域にまで移行させる。本人が健全域に向かう歩みを支えることは、予防的支援の重要なポイントとなる。
③健全域の状態にある事例を、状態に若干の不安定さがあっても健全域内で推移するように経過観察する。
④健全域にある事例を、そのまま健全状態を維持できるように働きかける。
· なお、地域を基盤とした相談支援においても、インフォーマルな社会資源をどのように形成し活用するかは大きなポイントとなります。インフォーマルサポートの形成と活用について、以下の点
を説明することも望まれます。
· 何らかのニーズのある人に対する地域住民等からの具体的な働きかけの延長線上として、継続的・意識的な活動が成立し、成熟していく。支援員は、そのような社会資源の形成に向けた過程を支えていく役割を担う。
· 地域住民が、自分たちの活動は予防的支援に役立っているということを認識することによって、個別の活動から組織的で継続性のある活動へと展開していく。支援員は、インフォーマルな社会資源の重要性を地域住民が認識できるよう働きかけることが求められる。
· 地域のサポート活動を継続的なものとするためには、インフォーマルな支援の相互性（支援の受け手と担い手が入れ替わることがある）を認識しておくことも重要になる。
· インフォーマルな支援は、生活困窮者のニーズの多様化に柔軟に対応することができるという特徴も持つ。支援員は、インフォーマルな支援の担い手がニーズや変化に早期に気づけるように体制や働きかけを工夫することが求められる。
	· 講師自身が実際にかかわった地域づくりの事例を紹介し、どのように地域づくりに向けて働きかけていったか、地域づくりのプロセス等、実践的な取組について紹介することも望まれます。
· 講義の冒頭の投げかけについては、「手引」第４章第３節２（１）講義に双方向性や参加性を生み出す（pp.54-56）が参考になります。
· 研修の振り返りや締めくくりに当たっては、「手引」第４章第３節２（３）振り返りで気づきや共感を深める（pp.63-66）が参考になります。



	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	




相談－Ｄ「相談支援の展開」
· 主な内容
支援プロセスにおいて支援員が大切にすべき視点や考え方と各種帳票の活用方法について実践的に学ぶ。
	　このプログラムでは、相談支援の基幹となる大切な考え方について、相談支援のプロセスに沿って学んでいきます。この教材を活用した演習は、プロセスごとに区切って部分的に行うのではなく、一連の流れを通して学ぶことで、相談支援のあり方を理解できるようにする必要があります。
　各都道府県等で企画したカリキュラムのスケジュール等に応じて、他のプログラムの構成、本プログラムの講義や発表時間等を調整することにより、研修時間を十分に確保できるよう工夫してください。


· 活用可能な教材（本事業で開発したもの）
講義用スライド、演習１、演習２－１、演習２－２、演習３、演習４
· 参考資料（本事業で開発したもの以外で参考となる資料）
みずほ情報総研（2016）「生活困窮者自立支援制度の自立相談支援機関における帳票類の標準化等に関する調査研究事業報告書『事例から学ぶ 自立相談支援の基本』」（厚生労働省平成27年度生活困窮者就労準備支援事業費等補助金社会福祉推進事業）
みずほ情報総研（2015）「自立相談支援事業における使用標準様式の実用化に向けた調査研究報告書」（厚生労働省平成26年度セーフティネット支援対策等事業（社会福祉推進事業） ）
· 準備するもの
演習②－２、④：デジタルカメラ、模造紙等（グループでのワークで整理したレジュメを全員で共有する際に利用）
演習④：模造紙（グループに１枚）、マジック（グループに１セット）
· 進行案
※下線部分は本事業で作成した教材及び教材内の項目等の名称を表しています。また、波線部分は各プログラムにおける講義・演習の学びを示していますので、その内容を十分に理解し、目的に沿った研修となるよう工夫してみてください。
	☝演習を行うに当たって
このプログラムで行う演習は、「個人ワーク」「グループでのワーク」「全体共有」「講師のまとめ」という、事例検討の基本的な流れに沿っています。
講師は、全体共有から解説（講師のまとめ）へどのようにつなげていくかということについて、状況に応じて判断し、流れのなかで演習の展開を考え作りあげていくことが求められます。


	時間
	講義・演習の進め方とポイント
	進行に当たっての参考例

	10分
	【講義】
この講義では支援プロセス（インテーク～終結）において支援員が大切にすべき視点や考え方と各種帳票の活用方法について、事例を通して実践的に学んでもらいます。
まずは導入講義として、【相談】Ｄ.相談支援の展開の「１．はじめに」（講義用スライドpp.2-4）に沿って説明します。
講義のポイント：
· この演習には、以下の２つの意義があることを説明します。
· 構造化：実際の相談支援は、さまざまな要素が一体的に混在しながら進んでいきます。どのような要素から相談支援の実践がなされているのかを意識化・構造化することを学んでいきます。
· 視覚化：公的な事業の担い手として、根拠に基づく実践を見える化し、社会に説明責任を果たす必要があります。実践を視覚化することは、その内容を共有し、チームアプローチとして支援を展開するという観点でも重要なことです。
· 上記のことはすなわち、この演習を通じて帳票類を活用する重要性を理解するということを示しています。帳票類を活用する意義として、「１．（２）帳票類を活用する意義」（スライドp.3）に示した内容を改めて確認するとともに、以下のことも説明していきます。
· 帳票類の作成においては、取組の「主体」が誰なのかを認識しておく必要があるということ。
· アセスメント結果の整理には、専門職としての判断が問われるということ。
· さらに、この後の演習の進め方について説明したうえで、相談支援に当たっての事例検討も同じ流れ（以下の通り）で行われることを確認するとよいでしょう。
· 個人ワーク→グループでのワーク→全体での共有→講師のまとめ
	· 講義の冒頭の投げかけについては、「手引」第４章第３節２（１）講義に双方向性や参加性を生み出す（pp.54-56）が参考になります。


	50分
	【演習①包括的な相談受付】
演習１（演習用シートpp.1-2）を活用しながらワークを進めます。
「相談開始当初の概要」（演習用シートp.1）を全員で共有したのち、初回面接の目的について各自考えて記入してもらいます（５分）。そして、グループで考えた内容について話し合ってもらいます（20分）。
※この後の演習ではグループごとに検討した内容を整理しシート等に記入してもらいますので、作業を行いやすいようにレイアウトを工夫することが望まれます。
⇒レイアウトを考える際には、「手引」第４章第２節研修における「場づくり」のコツ－参加の促進を目指して－（pp.45-51）も参考にしてください。
　講師は、グループでのワークの間は会場をまわり、発表するグループを選定します。そして、グループ発表ののち、この演習でおさえておくべきポイントや考え方についてコメントします。コメントに当たっては、「包括的な相談受付（演習①：発表後）」（スライドp.5）を活用することができます（20分～30分）。
発表後に、相談受付・申込書の記載例として、≪参考≫相談受付・申込書を全員に配布します。
これ以降の演習も、基本的に同様の流れで進めていきます。
演習のポイント：
· この演習では、相談受付に当たっては、場当たり的に面談を進めていくのではなく、自立相談支援機関としての目的や意図をできるだけ多く持って向き合う必要があるということを学んでもらいます。初回面接の目的は以下が考えられます。
· この時点で可能な範囲で本人を知る（→ソーシャルスキルの見立てにつながる情報も集めておく）。
· 緊急性を判断する。
· 一方で、自立相談支援機関の側の意図に引っ張られ過ぎることなく、本人が話したいことに丁寧に耳を傾け、援助関係の構築に努めることも重要です。
	· 演習の進行については、「手引」第4章第３節２（２）演習の進行を円滑に進める（pp.57-62）が参考になります。
· 相談開始当初の概要は、講師が読み上げて共有するとよいでしょう。
· グループの選定については、活発に議論を行っていたグループ、手を挙げてくれたグループ、全てのグループを順番に…等の工夫が考えられます。
· スライドp.5は、講師による解説のポイントを整理したものです。実際の演習のなかでは、講師がここに書かれた内容を自分の言葉でわかりやすく説明していくことが望まれます（これらのスライドは配布資料からは除き、スクリーンに表示して利用するとよいでしょう。）。

	80分
	【演習②－１アセスメント】
演習２－１（演習用シートpp.3-7）を活用しながら、演習１と同様の形式でワークを進めます。コメントに当たっては、「アセスメント（演習②－１：発表後）」（スライドpp.6-7）を活用することができます。
演習のポイント：
· この演習では、演習２－１（演習用シートpp.3-6）に描かれたやりとりについての全体的な印象や、個別の応答に対する評価を話し合います。また、このあと支援を進めていくに当たってどのような情報を把握しておく必要があるのか、母親（本人）にどのようなことを考えてもらいたいか、支援員としてどのように動いていくかについても考えてもらいます。
· 面談の評価は、さまざまな観点からの意見が考えられます。発表内容を通じて、どのような面談を行うことが信頼関係の形成につながるのかを考えていきます。具体的な内容として考えられるものを、下にいくつか記します。
· 逐語録No.５：「一番はお父さんが働いていらっしゃらないということ」は、紹介者によるフィルターのかかった情報であり、本人にとっての“一番”はわからない。
· 逐語録No.14-15：本人が自分のことを語る部分に焦点化して次の会話につなげる必要があった。
· 逐語録No.41-42：本人の感情が表れた言葉を支援員が繰り返す、言い換えるなどにより、その部分についてのやりとりを促し、本人の思いを受け止めることが求められる部分であった。
· また、今後の支援の進め方を考えるに当たり、相談支援のプロセスにおいては絶えず情報が更新されていくことを踏まえ、新しい情報をもとにどのように支援を展開していくか継続的に考える必要があるということを説明します。
	· 逐語録は、グループ内で役割を決めて再現し、共有してもらうとよいでしょう。


	15分
	【講義①】
この後の演習に先だって学んでおくべき事項について、「２．アセスメント（講義①）」（スライドpp.8-10）に沿って説明します。
講義のポイント：
· 相談受付・申込票は相談者本人が記入するものですが、インテーク・アセスメントシートは支援員が専門職としての判断を整理し記入するものであるということを説明します。
· アセスメントは、プラン作成への橋渡しの要素も含んでいます。「課題のまとめと支援方針」は、支援員の見立てに基づきどのような支援が必要かをコンパクトにまとめていきます。支援員としての専門的観点に基づく考察が集約される項目といえます。
· インテーク・アセスメントシートの「課題と背景要因」には、それまでに把握した情報をもとに本人の状況をどのように分析するか、支援員の判断を記載するということを説明します。本人がどのような状況にあり、なぜこのような状況に至っているのかという、課題のメカニズムを整理することが求められます。
· なお、この後に作成することになる「プラン兼事業等利用申込書」は本人と支援員とが協働で作成するものですので、プラン兼事業等利用申込書に記載する取組は必ずしもインテーク・アセスメントシートの内容と一致しないということも説明する必要があります。
	· 説明に当たっては、講義用スライドとともに【相談】Ａ．相談支援の基本的考え方（講義用スライド）の「１．相談支援の基本的考え方」（pp.2-6）や「２．帳票類の活用」の「（２）帳票類を活用した相談支援の展開」のＱ４～Ｑ６（pp.11-13）の内容も参照しながら進めていくとよいでしょう。


	100分
	【演習②－２インテーク・アセスメントシート】
演習２－２（演習用シートpp.8-23）を活用しながら演習を進めます。
「自立相談支援の働きかけの経過（6～7月）」「現時点で把握された状況についての要約」（演習用シートpp.8-11）の内容について全員で共有したのち、まず個人で一部空欄になったインテーク・アセスメントシート（個人ワーク用）（演習用シートpp.12-22）を埋めてもらいます（15分）。そののち、グループで話し合いながら、インテーク・アセスメントシート（グループでのワーク用）（演習用シートp.23）の「課題と背景要因」「課題のまとめと支援方針」「相談者に関わる課題と特性」を記入していきます（55分）。
講師は、グループでのワークの間は会場をまわり、発表するグループを選定します。そして、グループ発表ののち、発表内容についてコメントします（30分）。コメントに当たっては、「アセスメント（演習②－２：発表後）」（スライドp.11）を活用することができます。
発表後に、アセスメント結果の参考例として、≪参考≫インテーク・アセスメントシートを全員に配布します。
· 演習のポイント：
· 相談者は複合的な課題を抱えている場合も多く、複数の要素がつながり連動しながら現在の状況に至っています。インテーク・アセスメントシートの内容を整理するに当たって大切なのは、相談者の抱える課題の構造を明らかにすることです。そのためには、表向きに見える本人の課題だけでなく、本人を取り巻く環境と「本人から見える世界（本人が現在の状況をどのようにとらえているのか）」とを適切に理解し、課題のメカニズムとそこに至るまでのストーリーを考察することが求められるということを説明していきます。
	· 現時点で把握された状況についての要約は、講師が読み上げ、共有するとよいでしょう。
· グループの選定については、「良いもの」「一般的なもの」「見直す必要のあるもの」…等の工夫が考えられます。
· グループ発表に際しては、作成したインテーク・アセスメントシート（グループでのワーク用）をデジカメ等で撮影し、スクリーンに投影したり、コピーして参加者に配布するとよいでしょう。グループでのワークにおいて模造紙を使って課題を整理し、発表の際に利用する方法も考えられます。

	10分
	【講義②】
「３．プラン（講義②）」（スライドpp.12-14）を示し、プラン策定に当たっての大切な考え方を説明します。
講義のポイント：
· プランは、本人と一緒に作成するものであることを説明します。また、本人の主体性を引き出せるプランとなるよう、できるかぎり本人の言葉を大切にしながらわかりやすい形でまとめる必要があることも説明します。
· その際、「プラン兼事業等利用申込書」に記載する取組は必ずしもインテーク・アセスメントシートの内容と一致しないということも説明する必要があります。本人の状況は支援を行うなかで段階的に変化していくという観点を持つことが重要です。１回のプランで全ての課題を解決しようとするのではなく、支援プロセスを通じて本人と支援員とがアセスメントを深め、「課題のまとめと支援方針」の内容と本人の思いや認識との折り合いがついていくようになり、やがて再プランに反映されていくという流れを想定することが求められます。
· なお、この研修（都道府県研修）には「本人」がいないためプラン策定の演習はできないということも説明することが望まれます。一方で、できあがったプランを実行する場面では自立相談支援機関としての意図を持ったかかわりが求められることから、研修ではできあがったプランをもとに演習を進めていきます。
	

	50分
	【演習③プラン】
講義②の内容を受けて、≪演習用≫プラン兼事業等利用申込書を参加者に配布します。そして、本事例のプランの内容を全員で共有します。
その後、演習３（演習用シートp.24）を活用しながら、プラン実行のためにどのように動いていくかを各自で考えてもらいます（10分）。
※個人ワークを始める前に、この演習における課題を「４．プラン（演習③のまえに）～プラン実行において大切な視点」（スライドp.15）に沿って説明することにより、演習を通じて考えるべきことを明確にします。
個人ワークで考えた内容について、グループでも共有します（15分）。そして、他のワークと同様にグループ発表を行い、講師が発表内容についてコメントします（20分）。コメントに当たっては、「プラン（演習③：発表後）」（スライドp.16）を活用することができます。
演習のポイント：
· この演習では、プランの実行を援助の場として活用し、「個別的・継続的な支援」（【共通】E．個別支援の基本と相談支援の展開（概論）（スライドpp.2-21））を行うということを学んでいきます。
· 本人との合意のもとで作成したプランに基づいて、本人は課題解決に向けて取り組んでいきます。一方で支援員は、アセスメントを通じて想定した支援の方向性に基づき、支援者としての意図を持って動くことが求められます。
· プラン内容の進捗にかかわらず、プランをきっかけに援助関係が展開され、それによって本人の意欲や課題解決の力も高まるという視点を持つことが大切です。プラン実行を通じた本人とのかかわりを援助の場として有効活用し、本人が現実を受け止めながらステップを歩んでいけるよう支援するということを説明します。
	· 説明に当たっては、本講義用スライドとともに【共通】Ｅ．個別支援の基本と相談支援の展開（概論）（スライドpp.2-21）の内容を再度参加者と確認しながら進めていくとよいでしょう。

	15分
	【講義③】
「５．評価・終結（講義③）」（スライドpp.17-19）を示し、終結の考え方を説明します。
講義のポイント：
· 事例への対応においては、終結を視野に入れた働きかけが求められます。この講義では、それぞれの状況に応じてゴールのあり方を設定することが求められるということを説明します。
· その際、ゴールのあり方はプロセスを展開していくなかで導き出していくということも解説します。
	

	130分
	【演習④評価・終結】
演習４（演習用シートpp.25-28）を活用しながら演習を進めます。
まず、「プラン開始後の展開」（演習用シートpp.25-27）の内容を全員で共有します。そして、講義③の内容を念頭におきながら、事例のどの部分に注目して終結とみなしたか、各自で考えてもらいます（10分）。
個人ワークで考えた内容を踏まえながら、グループで議論し、整理します（65分）。そして、他の演習と同様にグループ発表を行い、講師が発表内容についてコメントします（30分）。コメントに当たっては、「評価・終結（演習④：発表後）」（スライドp.20）を活用することができます。
演習のポイント：
· この演習では多様な終結のあり方を想定してプロセスを展開することの重要性について学んでいきます。
· 終結の評価は、以下のような視点を持つことが求められます。
· 本人と支援員との間に信頼関係が築けているか。さらに、自立相談支援機関以外のところにも本人をサポートする良好な関係が築かれているか。
→今後新たな課題が出てきたときに、本人がＳＯＳを出せるか。　　周囲が本人の状況を把握できるか。
	· グループで検討する際は、図や絵を用いて整理することも考えられます。創意工夫を凝らして多様な終結のあり方を表現するよう促すことが望まれます。
· グループでのワークでは、模造紙や大きめの紙（白紙）等を使用して、終結に向けた取組を整理していくとよいでしょう。グループ発表に際しては、整理した内容をデジカメ等で撮影し、スクリーンに投影する等の工夫も考えられます。
· 研修の振り返りや締めくくりに当たっては、「手引」第４章第３節２（３）振り返りで気づきや共感を深める（pp.63-66）が参考になります。


（３）主任相談支援員養成研修カリキュラム
主任－Ａ「主任相談支援員の役割」
· 主な内容
自立相談支援機関内及び地域でのリーダー的な存在として、主任相談支援員が果たすべき役割、期待される機能について学ぶ。
· 活用可能な教材（本事業で開発したもの）
講義用スライド
· 参考資料（本事業で開発したもの以外で参考となる資料）
国研修テキスト第２章
平成28年度国研修＜主任＞【講義と演習①】主任相談支援員の役割（厚生労働省及び佐藤博氏作成資料）
· 準備するもの
なし
· 進行案
※下線部分は本事業で作成した教材及び教材内の項目等の名称を表しています。また、波線部分は各プログラムにおける講義・演習の学びを示していますので、その内容を十分に理解し、目的に沿った研修となるよう工夫してみてください。
	時間
	講義・演習の進め方とポイント
	進行に当たっての参考例

	30分
	【講義】
【主任】A．主任相談支援員の役割」（講義用スライド）に沿った講義形式で説明を行います。
講義のポイント：
· この講義では、主任相談支援員には①リーダーシップを発揮すること、②支援困難事例に対応すること、③チームアプローチの調整を図ること、④地域のネットワークを構築すること、⑤リスクマネジメントを行うこと等の役割が期待されること、またそれぞれにおいて具体的にどのような取組が必要なのかを説明していきます。解説のポイントは、以下の通りです。
· 自立相談支援機関の相談支援員等をスーパーバイズする立場として、「利用者の権利擁護」という倫理と基本姿勢を改めて認識し、遵守して支援を行う必要があります。
· 相談支援員等のケース管理において支援困難事例への対応には特に注意を払い、スーパーバイズを行うことで相談支援の質の向上を図ることが望まれます。
· 利用者の抱える複合的な課題へ対応するうえでは、自立相談支援機関内外でその人にかかわるさまざまな領域の専門職がチームとしてかかわる必要があります。主任相談支援員はこのチーム支援の要になります。
· 既存の制度も含めたネットワーク構築に向けた地域への働きかけが求められます。主任相談支援員の地域への働きかけの姿勢が、地域のネットワーク構築の評価となり、相談支援員等がより効果的な支援を展開することにもつながります。
· 自立相談支援機関内の管理的な役割を担う立場として、相談支援員等の相談支援業務において想定されるリスクに備えておく必要があります。
	· 講義に入る前に、主任相談支援員としてのこれまでの業務を振り返り、求められる役割や期待される機能について考える時間を設けることも考えられます（２分程度）。
· 講義の冒頭の投げかけについては、「手引」第４章第３節２（１）講義に双方向性や参加性を生み出す（pp.54-56）が参考になります。
（10分程度を残して講義終了）
· ①大事だと感じたこと、②その他にも期待されると感じている役割等について数人のグループで話をしてもらいます。スクール形式で講義をしている場合わざわざ移動する必要はなく、前後左右の方と話し合う程度で構いません（５分程度）。 
· 研修の振り返りや締めくくりに当たっては、「手引」第４章第３節２（３）振り返りで気づきや共感を深める（pp.63-66）が参考になります。


主任－Ｂ「職員の資質向上と職場づくり」
· 主な内容
職員の育成・教育やスーパービジョンにおける主任相談支援員の役割について学ぶ。
· 活用可能な教材（本事業で開発したもの）
講義用スライド
· 参考資料（本事業で開発したもの以外で参考となる資料）
国研修テキスト第７章第１節、第２節
平成28年度国研修＜主任＞【講義と演習②】職員の資質向上と職場（組織）づくり（新保美香氏及び加留部貴行氏作成資料）
· 準備するもの
なし
· 進行案　
※下線部分は本事業で作成した教材及び教材内の項目等の名称を表しています。また、波線部分は各プログラムにおける講義・演習の学びを示していますので、その内容を十分に理解し、目的に沿った研修となるよう工夫してみてください。
	時間
	講義・演習の進め方とポイント
	進行に当たっての参考例

	10～15分
	【講義①】
【主任】B．職員の資質向上と職場づくり（講義用スライド） に沿った講義形式で説明を行います。
前半の講義では、スライドpp.2-10を説明します。
講義のポイント：
· この講義では、自立相談支援機関の職場特性を踏まえた職場づくりのあり方を考えてもらいます。
· 職場は、職務を遂行するだけではなく、職員同士の人間関係のなかで成り立つものであることから、風通しのよい環境であることが大切です。環境のよい職場では、職員同士のコミュニケーションが豊富となり、ＯＪＴ等人材育成が日常的に行われるものです。
· 職員の育成は、さまざまな方法や形態を活用して、計画的に取り組むことが求められることを説明します。
· また、ＯＪＴや研修以外の育成の手段の一つとして、スーパービジョンについても学んでいきます。スーパービジョンの３つの機能（管理的機能、教育的機能、支持的機能）を解説しながら、スーパービジョンが職員の育成や職場づくり、相談支援の質の向上につながることを説明します。スーパービジョンについては、次のプログラムである【主任】Ｃ．支援困難事例の検討の演習でも学んでいきますので、次のカリキュラムにつながる内容として、スーパービジョンの３つの機能を丁寧に説明することが望まれます。

	· 講義の冒頭の投げかけについては、「手引」第４章第３節２（１）講義に双方向性や参加性を生み出す（pp.54-56）が参考になります。

	60分
	【演習】
【主任】B．職員の資質向上と職場づくり（講義用スライド）「１．職員の資質向上」の「（２）職員の育成の方法～スーパービジョンワーク（演習）」（スライドpp.11-18）に沿って進めます。
· ３人１組をつくってもらい、各々にＡ・Ｂ・Ｃの呼称を振ります。まず１回目はＡが主任役、Ｂが支援員役、Ｃが相談者役になります。
· Ｃの相談者役は自分が抱えている事例を基に、その方の気持ちになってＢの支援員役に相談をしてもらいます。Ａの主任役はＢとＣの２人に対して背中を向けて座り、２人の話を背中越しに聴く状態にします（５分）。
· 次に、支援員役のＢがＡの主任役に相談内容を報告します。その報告に対して主任役からは支援員役の支援の方向性や意向等を確認しながらＢに対して助言を行います。この時には、Ｃの相談者役はＡとＢの２人に対して背中を向けて座り、２人の話を背中越しに聴く状態にします（５分）。
· そしてＢの支援員役は、主任との間のやり取りから出た結果や方向性を相談役に伝え、相手の受け止め方を確認します。この時には、Ａの主任役はＢとＣの２人に対して背中を向けて座り、２人の話を背中越しに聴く状態にします（５分）。
· ここまでのプロセスを３人で振り返ります。支援員役は主任役の「助言方法」に対して、相談者役は主任役の「助言内容」に対して感じたことを、以下の視点に基づきフィードバックしていきます（各２分）。
· 支援員役から主任役へ
　　〔管理的機能〕主任は支援員の状況をどこまで掴めたか
　　〔教育的機能〕主任の助言方法は適切であったか
〔支持的機能〕主任の支援員への言動は適切であったか
· 相談者役から主任役へ
　　〔管理的機能〕主任は支援員を通じて内容をどこまで掴めたか
　　〔教育的機能〕主任の助言内容は適切であったか
〔支持的機能〕主任の支援員への言動は適切であったか
· 役割を入れ替えてこれを繰り返します。
※グループは同じ机等話しやすい位置に座っている数人を基本として進めるとよいでしょう。
演習のポイント：
· この演習では、スーパービジョンの３つの機能（管理的機能、教育的機能、支持的機能）について立ち位置を変えながら疑似的に体感することを通じて、自身のスーパービジョンのスタイルをつかみ、支援員や相談者の視点からの改善点に気づいて、職員の育成や職場づくり、相談支援の質の向上につなげることを目指しています。
・演習の場面のイメージは、職場で支援員が電話で相談対応しているのを主任が耳をそばだてて聴いているような感じです。そして支援員が電話を切った後の主任への報告と主任からの助言、その後の相談者への伝達を通じた再相談の流れまでを追いかけます。
· この演習を通じた学びとして、以下のようなポイントを解説します。
· 相談内容によって管理的機能、教育的機能、支持的機能のバランスは変化するが、支持的機能は常に忘れないようにしておく。
· 支援員やその向こう側にいる相談者の状況を起点にして、現場に対して的確な助言になるようにしていくことが大切。
· 支援員の意向も尊重しつつ、一緒に考えながら必要に応じて組織として対応していく姿勢を示していくことも意識する。
· 相談者がどのように受け止めていくかを考えながら、伝える内容を支援員との対話を通じて吟味する。
	· 演習の進行については、「手引」第４章第３節２（２）演習の進行を円滑に進める（pp.57-62）が参考になります。
· 決まったところでＡ・Ｂ・Ｃを順番に呼んで手を挙げてもらい、きちんと呼称を認識しているかを確かめておくとよいでしょう。
· 主任役は２人の声が背中越しに聞こえるくらいの距離感で座るように促します。また、主任役は２人の話のメモを取っても構いません。


	10～15分
	【講義②】
【主任】B．職員の資質向上と職場づくり（講義用スライド） に沿った講義形式で説明を行います。
後半の講義では、スライドpp.19-23を説明します。
講義のポイント：
· 後半の講義では、職員の研修の進め方と職場づくりについて学びます。
· 研修を行うに当たっては、その目的と、習得することが求められる能力を明確にしたうえで、研修全体の体系と研修計画をしっかりと定めておくことが求められます。また、参加者が受け身にならず、学んだことを実践に活かせるよう研修スタイルも工夫する必要があります。
· 「手引」は、都道府県研修の目的・意義・企画・運営について網羅的に解説したものであり、主任相談支援員が現場で職員の育成のための研修を企画するに当たっても参考となる内容です。「手引」も活用しながら説明をしてください。
· 「２．職場づくり」（スライドpp.22-23）では、質の高い支援を行うための環境づくりに向けた取組（「見える化」や「チームづくり」等）は、相談支援のプロセスにおけるあらゆる場面で活用が可能であることを説明します。
	· 研修の振り返りや締めくくりに当たっては、「手引」第４章第３節２（３）振り返りで気づきや共感を深める（pp.63-66）が参考になります。



	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	




主任－Ｃ「支援困難事例の検討」
· 主な内容
支援困難事例の検討において必要な視点と、対応に際して主任相談支援員に求められる役割について学ぶ。
· 活用可能な教材（本事業で開発したもの）
講義用スライド、事例シート
· 参考資料（本事業で開発したもの以外で参考となる資料）
平成28年度国研修＜主任＞【講義と演習⑦】支援困難事例の検討（新保美香氏作成資料）、＜主任＞【講義と演習③】アセスメント･プラン作成（上原久氏作成資料）
平成30年度国研修＜主任＞【講義と演習③】事例検討の意義と理解（新保美香氏作成資料）、＜主任＞【講義と演習④】スーパービジョンの実際（上原久氏作成資料）

岩間伸之（2014）『支援困難事例と向き合う 18事例から学ぶ援助の視点と方法』,中央法規出版.
· 準備するもの
演習：付箋２色（１人４枚～５枚を２色）、模造紙（グループに１枚）、マジック（グループに１セット）、事例シート※
※事例シートは事前に参加者に配布します。そして参加者がそれぞれの業務において対応した「高度な相談支援が必要とされる（された）」支援事例の概要を記入し、研修当日に自分が入る予定となっているグループの人数分をコピーして持参してもらうようにします。
· 進行案　
※下線部分は本事業で作成した教材及び教材内の項目等の名称を表しています。また、波線部分は各プログラムにおける講義・演習の学びを示していますので、その内容を十分に理解し、目的に沿った研修となるよう工夫してみてください。
	☝演習を行うに当たって
このプログラムの演習は、ファシリテーター１名、スーパーバイザー１名で行います。スーパーバイザーは、生活困窮者支援その他の領域で一定の実践経験やスーパービジョンに関する理解があり、スーパーバイザーとしての役割を担ったことのある方が望まれます。
なお、研修の開催状況等により、講師がファシリテーターとスーパーバイザーを兼任できる場合には、１人で進行しても構いません。


	時間
	講義・演習の進め方とポイント
	進行に当たっての参考例

	30分
	【講義】
【主任】Ｃ．支援困難事例の検討（講義用スライド）に沿った講義形式で説明を行います。
別途、事例研修等や当該分野の専門家を招いたシンポジウムや講演会を開催するなどにより、不足する視点を補うことが望まれます。
講義のポイント：
· この講義では、支援困難事例の検討に当たって大切にすべき視点について学びます。
· 支援困難事例を検討するに当たっては、支援困難に陥っている原因を見極めることが重要です。本人の特性が原因なのか（個人的要因）、周囲との関係性や本人の置かれている環境、社会資源の不足が要因であるのか（社会的要因）、支援者側のアプローチ方法が原因なのか（不適切な対応）を検討することが求められることを説明します。
· なお、【主任】Ａ．主任相談支援員の役割で学んだ通り、支援困難事例への対応は、主任相談支援員の役割の一つとされています。個々の支援の進捗状況を把握し、相談支援員から支援内容について相談を受け、適切な支援が行われるようサポートすることにより、相談支援の質の向上を図ることが求められます。
⇒事例検討における主任相談支援員の立場や役割については、平成28年度国研修＜主任＞「【講義と演習③】アセスメント･プラン作成 演習２ 主任の視点・スーパービジョンについて学ぶ（上原久氏作成資料）」の内容も参考になります。
· 支援困難事例の検討は、地域づくりにつながります。支援困難事例を、支援の質を向上させる契機、地域を変えていく事例としてとらえることが重要であることも説明します。
	· 講義の冒頭の投げかけについては、「手引」第４章第３節２（１）講義に双方向性や参加性を生み出す（pp.54-56）が参考になります。
· 職種共通従事者養成カリキュラムの【共通】Ｅ．個別支援の基本と相談支援の展開（概論）で学んだ相談支援の考え方は、支援困難事例を含む全ての事例への対応において支援員が大切にすべき視点ですので、参加者の経験等も考慮し、必要に応じて本講義の冒頭で再度確認をすることも望まれます。（【共通】Ｅ．個別支援の基本と相談支援の展開（概論）（講義用スライドpp.2-21））
· 実際に支援困難となった事例を取り上げ、困難に陥った原因を具体的に「個人的要因」「社会的要因」「不適切な対応」の３つの枠組みに沿って分析して示すことで、理解が定着します。

	10分
	【演習～演習を行うに当たって】
【主任】Ｃ．支援困難事例の検討の「４．演習を行うにあたって」（スライドpp.7-9）を示し、演習の目的（３分）、スーパービジョン（５分）の説明を行います。
※４名程度／１グループで着席し、同じ机等話しやすい位置に座っている数人を基本として進めてください。
演習のポイント：
· この演習の目的を説明します。
· 高度な相談支援（支援困難事例への対応）について、具体的な支援の考え方やその方法について学ぶ。
· 「個別支援・職場づくり・地域づくり」と「スーパービジョンの３機能」の視点を踏まえて事例検討を行う。
	· 演習を踏まえたレイアウトを考える際には、「手引」第４章第２節研修における「場づくり」のコツ－参加の促進を目指して－（pp.45-51）も参考にしてください。
· また、演習の進行については、「手引」第４章第３節２（２）演習の進行を円滑に進める（pp.57-62）が参考になります。


	70分
	【演習①】
まず、「５．演習①」（スライドpp.10-12）に沿って、「グループ討議：ピアスーパービジョン」をそれぞれのグループで以下の手順で進めます。
· メンバーが順々に、各自持ち寄った事例シート（演習用シート）に沿って、「事例の概要と今後の対応の方向性」を報告します。そして、報告者以外のメンバーは付箋にスーパービジョンの視点を踏まえた「ひとことメッセージ」を記入し、報告者に渡します。（報告７分、付箋３分：計10分×４人分＝40分）。
· 最後に、グループで一つ深めたい事例を選定し、模造紙に可視化します（約30分）。
演習のポイント：
· ピアスーパービジョンとは、同じ立場にある支援者同士で、「支持的機能」「教育的機能」「管理的機能」を意識しながら、スーパービジョンを行うことです。「支持的機能」「ストレングス視点」を意識して取り組むことで、支援者のエンパワメントにつなげます。
	· スーパーバイザーは、適宜グループを巡回し、可能であれば報告を聴き、付箋にメッセージを書いて渡すのが望ましいです。
· グループの人数が増える場合は、事例の報告時間を５分程度にするなど短縮する必要があります。
・なお、「付箋３分」の時間に、報告者以外のメンバーが付箋の記入に集中できるよう、報告は、７分でできる範囲でよいことを、あらかじめ伝えておくとよいでしょう。

	30分
	【演習②】
次に、「６．演習②」（スライドpp.13-14）に沿って、深めたい事例についての検討をワールドカフェ方式で行います（「事例検討１：ワールドカフェ」）。
· テーブルごとに、事例検討を行います。
１）はじめのグループで検討し、事例に対する問題解決につながるアイディアや支持的なメッセージを模造紙に書きこむ（10分）。
　 ２）近くのテーブルを移動して同様に検討する（20分）。
（移動５分→説明５分→ディスカッション10分）
演習のポイント：
· ワールドカフェ方式で事例検討を行うことにより、さまざまな視点から事例をとらえることができるだけでなく、前のグループから挙がった意見を踏まえて次のグループの議論に加わるなど、話の幅が広がります。複数のグループの対話のエッセンスが掛け合わされていきます。　　
	· ワールドカフェ方式での研修の進め方については、「手引」第４章第３節２（２）【参加型の手法②】「ワールド・カフェ」、【ご参考】「ワールド・カフェ」を進行する際の口上の例（pp.59-62）が参考になります。
· スーパーバイザーは、適宜グループを巡回して、全体で共有し、深めるとよいと思われる事例を一つ選定します。事前課題をあらかじめ読み、ある程度候補者を選定しておくことも考えられます。
· 講義時間を短くする必要がある場合には、全体に時間の設定を短くしても演習はできます。

	35分
	【演習③】
元のテーブルに戻り、「７．演習③」（スライドpp.15-16）に沿って、以下の手順で「事例検討２：スーパービジョン」を行います。
· 全体で共有したい事例をスーパーバイザーが一つ選定します（５分）。
· 事例提供者から事例の概要と検討結果を報告してもらいます（10分）。
· スーパーバイザーからのスーパービジョンを行います（15分）。
· この時間の感想をグループのメンバーで分かち合います（５分）。
演習のポイント：
· この演習を通じて、具体的な支援の考え方やその方法を学ぶとともに、スーパービジョンの仕組みのあり様について理解することが望まれます。　　
	· 講義時間を短くする必要がある場合には、全体に時間の設定を短くしても演習はできます。
・全体で共有する事例は、その場でスーパーバイザーが選定する方法だけでなく、事例シートを事前に提出していただき、あらかじめ、スーパーバイザーが選定しておくというような方法もあります。

	５分
	【演習～まとめ】
最後に、「８．演習のまとめ」（スライドp.17）を示し、演習のまとめとして、ファシリテーターが、締めくくりのメッセージを送ります（５分）。
	· 研修の振り返りや締めくくりに当たっては、「手引」第４章第３節２（３）振り返りで気づきや共感を深める（pp.63-66）が参考になります。



	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	




主任－Ｄ「生活困窮者支援を通じた地域づくり」
· 主な内容
生活困窮者支援を通じた地域づくりの考え方について学ぶ
· 活用可能な教材（本事業で開発したもの）
講義用スライド、演習
· 参考資料（本事業で開発したもの以外で参考となる資料）
国研修テキスト第５章
平成30年度国研修＜主任＞【講義と演習①】生活困窮者支援と地域づくりの意義（和田敏明氏作成資料）
· 準備するもの
なし
· 進行案
※下線部分は本事業で作成した教材及び教材内の項目等の名称を表しています。また、波線部分は各プログラムにおける講義・演習の学びを示していますので、その内容を十分に理解し、目的に沿った研修となるよう工夫してみてください。
	時間
	講義・演習の進め方とポイント
	進行に当たっての参考例

	60分
	【講義】
【主任】D．生活困窮者支援を通じた地域づくり（講義用スライド）に沿った講義形式で、説明を行います。
本講義の内容に沿って講師自身が実際にかかわった地域づくりの事例を紹介し、どのように地域づくりに向けて働きかけていったか、地域づくりのプロセス等、実践的な取組について紹介することも望まれます。
講義のポイント：
· この講義では、生活困窮者支援を通じた地域づくりの考え方について学んでいきます。
· 本講義の前半では、生活困窮に陥るリスクの高い人々のさまざまな状況をとらえたうえで、生活困窮者支援を考えるに当たっては、相談者が社会とのつながりを強め、周囲から承認されている実感を得ていくなかで、自立に向けて足を踏み出すことを支援するという視点が重要であることを説明します。そして、そのためには地域のなかに多様なつながりを再生することが重要であるという解説につなげます。
· また、地域づくり、まちづくりの視点から、地域の関係部局・関係機関が連携して総合的に取り組むことが期待されるということも説明します。他部局間との連携の具体的内容として、生活困窮者自立支援制度と介護保険制度をはじめとした関連制度との連携について理解を深めていきます。
· さらに、地域づくりを進めるためには生活困窮者支援を地域福祉計画に位置付けて取り組むことが効果的であり、生活困窮者自立支援方策について地域福祉計画に盛り込むべき事項についても説明します。
· 生活困窮者自立支援方策の位置付けと地域福祉施策との連携に関する事項
· 生活困窮者の把握等に関する事項
· 生活困窮者の自立支援に関する事項
· 最後に、包括的な支援が行われるためには、インフォーマルな支援、すなわち住民の参画が不可欠であることから、地域住民へ福祉教育を行うことの重要性についても言及します。
	· 講義の冒頭の投げかけについては、「手引」第４章第３節２（１）講義に双方向性や参加性を生み出す（pp.54-56）が参考になります。
· 生活困窮者を取り巻く状況として紹介する統計データや事例は、地域の状況を反映した内容を追加して紹介することも望まれます。
· 連携の必要性について説明したのち、各自治体における連携の状況についても説明することが望まれます。
· 講義用スライドでは、全国の地域福祉計画の策定状況を紹介していますので、各自治体の策定状況についても報告するとよいでしょう。


	40分
	【演習】
演習用シートを活用しながらワークを進めます。
「ケースの概略」と「相談開始時にわかっていたこと」（演習用シートp.1）の内容を全員で共有したのち、参加者は事例の内容に基づいて「エコマップ①（最初に訪問する前）」（演習用シートp.2）を作成します（５分）。そして、相談開始当初の状況について、「プロセスレポート」（演習用シートp.３）を記入してもらいます（５分）。
その他講師は≪事例読み上げ用≫演習の内容（事例のその後の展開）を読み上げます。講師の読み上げを聞きながら、参加者は「プロセスレポート」（演習用シートp.３）を加筆していきます（５分～10分）。そして、作成した「プロセスレポート」の内容を踏まえ、最終的な「エコマップ②（現在）」（演習用シートp.4）を作成します（５分）。
以上全ての作業が終わったのち、エコマップとプロセスレポートの記入例として≪参考≫演習を参加者に配布します。
作業を振り返りながら、支援員として何が大切か、支援を行うに当たっての留意点等をグループで話し合ってもらいます（15分）。
※グループは同じ机等話しやすい位置に座っている３人～４人を基本として進めるとよいでしょう。スクール形式で講義をしている場合には、前後左右の方と話し合う程度で構いません。
演習のポイント：
· この演習では、ソーシャルサポートネットワークの作り方を学んでいきます。
· 地域の事例への対応に地域住民とともに取り組んでいくことは、地域住民が自分たちにもできることに気づき、個を支える地域へと変わっていくためのステップとなります。また、相談者に対する支援のネットワークを広げることは、自立相談支援機関の支援が終了した後にも本人を地域全体が見守る体制を作っておくという観点からも、極めて重要なことです。演習では、このことを説明しながら、支援の過程において事例にかかわる対象がどのように広がっていったかをとらえてもらいます。そして、支援のネットワークづくりにおいて、支援員がどのように地域に働きかけていったのかを考えていきます。
· 本事例における支援員による働きかけのポイントとして、具体的には以下のようなことが考えられます。
· 近隣住民の声（苦情）を受け止めつつ、解決に向けた具体的な取組を見せながら、本人がゴミを片付ける気になるタイミングを積極的に待つ。
· 必要に応じて双方（近隣住民―本人）の思いを代弁し、本人と地域住民との橋渡し役を担う。
· ゴミ問題の背景にある本人の課題をとらえる。
· 自立相談支援機関による支援が終了した後にも継続的に本人を見守るためのネットワークをつくっていく。
	· 演習の進行については、「手引」第４章第３節２（２）演習の進行を円滑に進める（pp.57-62）が参考になります。
· 「ケースの概略」と「相談開始時にわかっていたこと」の内容は、講師が読み上げて共有するとよいでしょう。
· 研修の振り返りや締めくくりに当たっては、「手引」第４章第３節２（３）振り返りで気づきや共感を深める（pp.63-66）が参考になります。


（４）就労支援員養成研修カリキュラム
就労－Ａ－１「就労支援の基本的考え方」
· 主な内容
就労支援の基本的な考え方を理解し、多様な働き方があることを踏まえて就労支援を行う必要があることを学ぶ。
· 活用可能な教材（本事業で開発したもの）
講義用スライド、演習１、演習２
· 参考資料（本事業で開発したもの以外で参考となる資料）
国研修テキスト第６章１・２節
平成30年度国研修＜共通＞【講義と演習⑧】就労支援の考え方と実施方法（新保美香氏作成資料）、＜就労準備＞【講義と演習⑨】支援関係の構築（新保美香氏・岡野みゆき氏・谷口仁史氏作成資料）
· 準備するもの
なし
· 進行案
※下線部分は本事業で作成した教材及び教材内の項目等の名称を表しています。また、波線部分は各プログラムにおける講義・演習の学びを示していますので、その内容を十分に理解し、目的に沿った研修となるよう工夫してみてください。
	時間
	講義・演習の進め方とポイント
	進行に当たっての参考例

	5分
	【演習】
【就労】Ａ－１．就労支援の基本的考え方（講義用スライド）の最初のスライドを示し、「なぜ働かなければならないのか」という問いに対する答えを各自で記入してもらいます。
その後、書いた内容をチームや近くの人たちで共有します。
※講義形式のままでレイアウトを変更せず、前後左右の方と話し合う程度で構いません。
演習のポイント：
· 就労支援の意義を理解するための導入講義として、働くことの意味をそれぞれに考えてもらいます。
· 働くことには、収入を得ることだけでなく、社会とのつながりを構築し、自己実現を図るなど、さまざまな意義があるということを、改めて認識してもらうための導入の演習となります。
	· 研修の冒頭の投げかけについては、「手引」第４章第３節２（１）講義に双方向性や参加性を生み出す（pp.54-56）が参考になります。

	10分
	【講義①】
【就労】Ａ－１．就労支援の基本的考え方（講義用スライド）に沿った講義形式で、説明を行います。
まず、「１．生活困窮者に対する就労支援とは」（スライドpp.2-6）について説明していきます。
講義のポイント：
· この講義では、自立の概念には経済的自立だけでなく日常生活自立や社会生活自立もあり、支援員は多様な自立の姿があることを踏まえて就労支援を行う必要があることを説明します。
· また、就労支援を行うに当たっては、本人の状況に応じて、本人の自己決定を尊重しながら支援を進めていくことや、単なる「職」と「求職者」を結び付けるジョブマッチングにとどまらず、就労支援においては中間的就労や就労体験場所の開拓、社会資源の開発、企業への定着支援等が求められることも説明します。
· すなわち、生活困窮者支援における就労支援は、「就職」支援とは異なり、「就労が収入を得るばかりでなく、社会とのつながりを構築し、自己実現を図るという意義を持つ」という観点から実施することを理解してもらうことが大切です。
	

	30分
	【演習①、演習②】
【就労】Ａ－１．就労支援の基本的考え方（講義用スライド）の「２．就労に関する相談支援のあり方」（スライドpp.7-13）に沿って、演習１、演習２（演習用シート）を活用しながらワークを進めます。
講師が、事例（インシデント）の内容を読み上げます。そして、対応のあり方について各自考えてもらったあと（各インシデントにつき２分～３分）、グループで考えた内容について話し合ってもらいます（同５分）。
※グループは同じ机等話しやすい位置に座っている３人～４人を基本として進めるとよいでしょう。スクール形式で講義をしている場合わざわざ移動する必要はなく、前後左右の方と話し合う程度で構いません。
グループでのワークののち、講師が対応に当たって重要な視点を解説します（同５分）。対応例については、スライドpp.9-10、pp.12-13も活用しながら、就労支援の基本的な視点や大切にすべき考え方を整理していきます。
※演習教材として、２つのインシデントを用意しています。プログラムの時間配分によって、扱うインシデント（及び数）を決定してください。
演習のポイント：
· この演習を通じて、就労支援を行うに当たっては、相談支援の基本的な考え方である「個別的・継続的な支援」を実践することが求められることを理解してもらいます。
· 就労支援は、本人と支援員との間の信頼関係に裏打ちされた援助関係を基盤として、本人を取組の主体に位置付けた個別的・継続的な支援を展開することが重要です。
· そのためには、課題の背景にある本人と本人を取り巻く状況について適切に理解することが求められます。そして、本人が自分や自分をとりまく状況をどのように認識しているのか、すなわち「本人から見えている世界」についての理解を深め、そこから働きかけの方法を考えることが大切です。
	· 演習の進行については、「手引」第４章第３節２（２）演習の進行を円滑に進める（pp.57-62）が参考になります。
· 研修時間に合わせて、演習時間を長めに確保して、丁寧にグループでのワークや解説を行うこともできます。
· スライドpp.9-10、pp.12-13を活用して対応例を説明する場合には、これらは投影用スライドとして利用（配布用には入れない）して、説明した内容を参加者に書き取ってもらうことが望まれます。自分の言葉で書き留めることで、理解がより深まります。
· 職種共通従事者養成カリキュラムの【共通】Ｅ．個別支援の基本と相談支援の展開（概論）は就労支援においても大切にすべき視点です。参加者の経験等も考慮し、必要に応じて本プログラムのなかで再度確認をすることも望まれます（【共通】Ｅ．個別支援の基本と相談支援の展開（概論）（スライドpp.2-21））。

	10分
	【講義②】
【就労】Ａ－１．就労支援の基本的考え方（講義用スライド）に沿った講義形式で、説明を行います。
「３．よりよい就労支援のために」（スライドpp.14-21）について説明していきます。
講義のポイント：
· この講義では、よりよい就労支援を行うために、対象者の状態に合わせた支援を検討する必要があることを説明します。
· 具体的な支援策として、ハローワークとの協働による職業相談・職業紹介のほか、キャリア・コンサルティング、職業訓練、就労後のフォローアップのほか、就労準備支援事業との一体的支援、支援付きの就労、訓練の場の提供等があります。
· 相談支援員と相談しながら組織的に支援を検討する必要があることや、そのためには支援調整会議に就労準備支援事業やハローワーク等の関係者等を招くことも心がける必要があることも説明します。
	

	5分
	【演習】
【就労】Ａ－１．就労支援の基本的考え方の「４．さいごに」（スライドp.22）を示し、これから取り組みたいと思ったことを一つだけメモしてもらいます（２分）。
その後、書いた内容をチームや近くの人たちで共有します（３分）。
※講義形式のままでレイアウトを変更せず、前後左右の方と話し合う程度で構いません。
　さらに、この講義のまとめとして、「４．さいごに」（スライドp.23）を示し、自立相談支援事業の就労支援のポイントを説明します。
演習のポイント：
· 自分の言葉で簡潔に記入することで得られた学びに対する意識を高め、実際の就労支援に活かすことを目的として行います。
	· 研修の振り返りや締めくくりに当たっては、「手引」第４章第３節２（３）振り返りで気づきや共感を深める（pp.63-66）が参考になります。



	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	




就労－Ａ－２「就労支援で基本的におさえておきたい知識」
· 主な内容
ハローワークの事業や労働市場の状況、労働法等について学ぶ。
※この講義は、「【就労】Ａ－１．就労支援の基本的考え方」に付随する内容として、就労支援を行うに当たって必要とされる基本的な知識を網羅的に習得するために行うものです。参加者の経験や基本的な法令や政策等への精通度合いによっては、この講義を割愛することも考えられます。
· 活用可能な教材（本事業で開発したもの）
講義用スライド
· 参考資料（本事業で開発したもの以外で参考となる資料）
国研修テキスト第６章３節
平成27年度国研修＜共通＞【講義と演習③】就労支援の実施方法Ⅰ ハローワークの役割と連携（千葉労働局作成資料）
平成30年度国研修＜就労＞【講義と演習①】生活困窮者自立支援法と就労準備支援事業の基本的な考え方（厚生労働省作成資料）
厚生労働省職業安定局（2019）「公共職業安定所（ハローワーク）の主な取組と実績」　　等
· 準備するもの
なし
· 進行案　
※下線部分は本事業で作成した教材及び教材内の項目等の名称を表しています。また、波線部分は各プログラムにおける講義・演習の学びを示していますので、その内容を十分に理解し、目的に沿った研修となるよう工夫してみてください。
	時間
	講義・演習の進め方とポイント
	進行に当たっての参考例

	60分
	【講義①】
【就労】Ａ－２．就労支援で基本的におさえておきたい知識（講義用スライド）に沿った講義形式で、説明を行います。
前半の講義では、ハローワークとの連携について説明していきます（スライドpp.2-13）。
※講義用スライドは、都道府県等において資料を作成する際の参考となるよう、全国の状況をもとに作成しています。都道府県研修で講義を行うに当たっては、各地域の状況を解説する内容とし、地域の統計結果、制度、取組を紹介することが望ましいです。また、紹介する内容は、随時更新して最新のものを利用することが望まれます。
講義のポイント：
· 就労支援に当たっては、ハローワークの事業内容や働く人の労働市場の現状、関連する労働法や制度等の全体像を理解していることが大切です。この講義では、それらについての主な内容を学んでいきます。
· ハローワークについては、その役割と職業相談の流れ、専門支援（専門窓口）について紹介します。
· ハローワークの役割：職業紹介、雇用保険、雇用対策等の業務を一体的に実施し、雇用のセーフティネットとしての中核的な役割を果たす。
· また、ハローワークと自立相談支援機関の連携として、生活保護受給者等就労自立促進事業についても解説します。同事業の対象者となる条件と、支援者同士の共通認識につながるチェックリストを紹介するとともに、同事業における就労支援員の役割は、①事業の利用者を選定し、②ハローワークへ支援を要請し、③チームによる継続的な支援を実施することであるということも説明します。
	· 各地域の状況に応じた研修を行うためには、都道府県内の雇用政策担当部局や労働局、ハローワーク等に講師を依頼することが望まれます。
· 講義の冒頭の投げかけについては、「手引」第４章第３節２（１）講義に双方向性や参加性を生み出す（pp.54-56）が参考になります。


	５分
	【演習】
スライドp.13を示し、ハローワークとの連携・協働の状況について数人のグループで話をしてもらいます。
※スクール形式で講義をしている場合移動する必要はなく、前後左右の方と話し合う程度で構いません。
演習のポイント：
· 各自の連携状況を振り返るとともに、他の地域の取組を聞き、今後の体制の見直しや改善につなげます。
· 講義の途中に“動く”時間を設けることで、参加者は能動的に学ぶことができます。
	

	30分
	【講義②】
後半の講義では、最近の労働市場の現状や関連する事業・制度・法令等について整理します（スライドpp.14-34）。
※講義用スライドは、都道府県等において資料を作成する際の参考となるよう、全国の状況をもとに作成しています。都道府県研修で講義を行うに当たっては、各地域の状況を解説する内容とし、地域の統計結果、制度、取組を紹介することが望ましいです。また、紹介する内容は、随時更新して最新のものを利用することが望まれます。
講義のポイント：
· 就労支援に必要とされる基本的な知識として、最近の労働市場の動向や労働関連法令、各種制度や助成金について解説します。
	· 研修の振り返りや締めくくりに当たっては、「手引」第４章第３節２（３）振り返りで気づきや共感を深める（pp.63-66）が参考になります。


就労－Ｂ「多様なメニューづくり」
· 主な内容
就労支援における多様な支援メニューの必要性と準備・開発の方法について学ぶ。
· 活用可能な教材（本事業で開発したもの）
講義用スライド、演習１、演習２
· 参考資料（本事業で開発したもの以外で参考となる資料）
平成30年度国研修＜就労準備＞【講義と演習⑦】本人の状態に応じた多様なメニュー開発（岡野みゆき氏作成資料）
· 準備するもの
なし
· 進行案　
※下線部分は本事業で作成した教材及び教材内の項目等の名称を表しています。また、波線部分は各プログラムにおける講義・演習の学びを示していますので、その内容を十分に理解し、目的に沿った研修となるよう工夫してみてください。
	時間
	講義・演習の進め方とポイント
	進行に当たっての参考例

	20～30分
	【講義①】
【就労】Ｂ．多様なメニューづくり（講義用スライド）に沿った講義形式で、説明を行います。
前半の講義では「１．多様な支援メニューの必要性」（スライドpp.2-4）「２．就労支援の多様なメニュー」の講義部分（スライドpp.5-6）について説明していきます。
講義のポイント：
· 【就労】Ａ－１．就労支援の基本的考え方では、就労支援を行うに当たっては、本人を取組の主体に位置付けて個別的・継続的な支援を心がけ、対象者の状態に合わせた支援を検討する必要があることを学びました。そのことを踏まえて、この講義では、多様なメニューを活用した支援の必要性と、支援カリキュラムの作成について説明します。
· 相談者はさまざまな要因により長期にわたって生活困難な状況が続いており、自尊感情や自己有用感を喪失している場合や、他者とのかかわりに不安を感じている場合も少なくありません。また、就労の前に生活習慣の改善が必要である、就労に対する意欲が希薄または就労に関する能力が十分ではないなど、就労に向けた準備が整っていない場合も考えられます。一人ひとりの課題に対応した支援を行うためには、支援メニューに人を合わせるのではなく、さまざまなメニューを活用しながら個別的に支援を行うことが求められるということを説明していきます。
· 就労支援においては、相談者の希望や適性、その時点で抱える課題や現在目指している目標設定に応じて、多様な支援メニューを用意し、その人にとって必要な就労支援は何か？という視点からメニューを選択する必要があることを解説します。
· 就労支援の目的は、就労し経済的に自立することだけでなく、地域とつながり社会に貢献することを支援することでもあります。そのための手段である就労支援のメニューは、一般就労に直接つながる取組だけではなく、ボランティア活動等どんな些細なものでも、目的を意識した取組であればよいと考えることが大切です。
	· 講義の冒頭の投げかけについては、「手引」第４章第３節２（１）講義に双方向性や参加性を生み出す（pp.54-56）が参考になります。


	20～30分
	【演習①、演習②】
【就労】Ｂ．多様なメニューづくり（講義用スライド）の「２．就労支援の多様なメニュー（２）演習～事例演習①」「（２）演習～事例演習②」（スライドpp.7-8）に沿って、演習１・２（演習用シート）を活用しながらワークを進めます。
講師が、事例（インシデント）の内容を読み上げます。その後、スライドのp.９「２．就労支援の多様なメニュー（２）演習～演習イメージ」を説明します。
さらに、スライドのp.10「２．就労支援の多様なメニュー（２）演習～演習のなかで考えてほしいこと」を示したうえで、以下の点について参加者が各自検討します（各事例につき５分程度）。
· 本人は現在どのような姿・状態にあるか（事例の背景（ストレングスも含む）やニーズの読み込み）。
· 就労支援を通じてどのような姿・状態を目指すのか（目的の設定）。
· 目指すべき姿の実現に向けて、具体的にどのような就労支援メニューを活用するか（必要な支援メニューを調整した支援計画の作成）。
個人ワーク後は、グループで内容を共有します（各事例につき10分程度）。
※演習教材として、２つの事例を用意しています。プログラムの時間配分によって、扱う事例（及び数）を決定してください。
※グループは同じ机等話しやすい位置に座っている３人～４人を基本として進めるとよいでしょう。スクール形式で講義をしている場合わざわざ移動する必要はなく、前後左右の方と話し合う程度で構いません。
演習のポイント：
· 事例の背景やニーズ、ストレングスを明確にすることで、目指すべき姿・状態も明確になります（ストレングス視点においては、強みが支援メニューに深く関係するため、以前の経験や状況等から事例の行間を読むことでより多くのストレングスを見つけることが望まれます）。
· 目指すべき姿・状態（目的）は、就業面に拘らず、支援対象者の生活全般をイメージしながら設定することが望まれます。
· 支援メニューの設定では、メニューありきにならないように注意が必要です。あくまでも、就労支援は目指すべき姿・状態を達成するための手段に過ぎないことを学びます。
· グループでの共有を通じて、自分たちの地域にどのような支援メニューがあり、どのような支援メニューが足りないのかを理解します。
· 同時に、他の地域（グループの他のメンバー）の支援メニューを知り、多様な支援メニューを検討するうえでのヒントを持ち帰ってもらいます。
	· 演習の進行については、「手引」第４章第３節２（２）演習の進行を円滑に進める（pp.57-62）が参考になります。


	20～30分
	【講義②】
【就労】Ｂ．多様なメニューづくり（講義用スライド）に沿った講義形式で、説明を行います。
後半の講義では「３．就労支援の進め方」（スライドpp.11-18）について説明していきます。
講義のポイント：
· 就労支援は相談者が自信を取り戻し、就労に向けた基礎能力を育むことを目的として行うものです。就労支援のメニューは、「日常生活自立」「社会生活自立」「経済的自立」の３つの観点から検討するということを説明します。
· 支援メニューの活用に当たっては、相談者一人ひとりの状況と目標に応じて場を設定し、本人が無理なくスモールステップで取り組んでいけるよう支援することが重要であるということも説明します。　
	· 研修の振り返りや締めくくりに当たっては、「手引」第４章第３節２（３）振り返りで気づきや共感を深める（pp.63-66）が参考になります。



	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	




就労－Ｃ「企業へのアプローチ」
· 主な内容
企業開拓と企業支援の具体的な方法について学ぶ。
· 活用可能な教材（本事業で開発したもの）
講義用スライド、演習１、演習２
· 参考資料（本事業で開発したもの以外で参考となる資料）
平成28年度国研修＜就労＞【講義と演習⑩】企業へのアプローチ（山本樹氏作成資料）
· 準備するもの
なし
· 進行案
※下線部分は本事業で作成した教材及び教材内の項目等の名称を表しています。また、波線部分は各プログラムにおける講義・演習の学びを示していますので、その内容を十分に理解し、目的に沿った研修となるよう工夫してみてください。
	時間
	講義・演習の進め方とポイント
	進行に当たっての参考例

	10～20分
	【講義①】
【就労】Ｃ．企業へのアプローチ（講義用スライド）に沿った講義形式で、説明を行います。
最初の講義ではスライドのp.14までを説明します。
講義のポイント：
· 企業開拓に向けた雇用支援について新たな観点で考えてもらいます。企業側のニーズ、すなわち求人票に記載された内容と実際に企業が求めるものにはギャップがあるということを認識するとともに、企業と対等な関係づくりにも努めることが大切であるということを説明します。
· そして、企業が人財を採用する目的は「人財そのもの」というよりもむしろ、人財がもたらす「良いこと」であるということを念頭に置きながら、商圏を設定して戦略的に企業開拓を進めることが効果的であることを説明します。
	· 講義の冒頭の投げかけについては、「手引」第４章第３節２（１）講義に双方向性や参加性を生み出す（pp.54-56）が参考になります。


	25～35分
	【演習①】
演習１（演習用シート）を活用しながらワークを進めます。
まず、【就労】Ｃ．企業へのアプローチ（講義用スライド）の「３．企業開拓におけるマーケティング」のドットマップに関連する部分（スライドpp.15-18）に沿って、ドットマップについて解説します。
その後、「３.（５）企業開拓ワーク（演習①）」（スライドp.19）を示し、演習１（演習用シート）の地図と企業リストを使用して実際にドットマップを作成してもらいます（８分）。
ドットマップができあがったら（できあがったドットマップのイメージはスライドp.20に掲載）、分析方法やその結果について、グループで話し合ってもらいます（10分）。
※グループは同じ机等話しやすい位置に座っている４人程度を基本として進めるとよいでしょう。
　
演習のポイント：
· この演習を通じて、企業開拓におけるマーケットリサーチの手法の一つを知ってもらいます。
· ドットマップは、求職者の分布状況、求職者のニーズ・通勤圏等と照合することにより、活用の幅が広がります。
· 分析に当たっては、以下のような視点が考えられます。
· 企業が集中するエリア、インフラはどの範囲か（→企業開拓のエリアを設定していく）
　≪さらに考慮するとよい事項≫
· 求職者の分布状況やニーズは？（求職者の通勤圏、日常的に利用する機関等も考慮する）
· 既に開拓済みの企業の分布状況は？（既に関係のできあがっている企業の関連企業は開拓しやすい）
· 雇用支援に当たっての促進要因、阻害要因は？（渋滞、利便性等）
	· 演習の進行については、「手引」第４章第３節２（２）演習の進行を円滑に進める（pp.57-62）が参考になります。


	25～35分
	【講義②】
【就労】Ｃ．企業へのアプローチ（講義用スライド）に沿った講義形式で、説明を行います。
ここでは、スライドのpp.22-37を説明していきます。
講義のポイント：
· 企業開拓に当たってのマーケティングの観点を説明していきます。企業開拓の見込みを高めていくためには、見込み度に応じた意図的な取組が必要であるということ、企業側の担当者との良好な関係づくりに向けて、戦略的に訪問を重ねることが効果的であるということを説明します。
	

	20～30分
	【演習②】
【就労】Ｃ．企業へのアプローチ（講義用スライド）の「４.（５）関係性構築ワーク（演習②）」（スライドp.38）に沿って、ワークを進めます。
隣に座っている人と２人組（もしくは３人組）になり、互いに自己紹介を簡単に行ったあと、相手が喜ぶ質問をしたり、相手との共通点を見つけて話し合ったりします。
　
演習のポイント：
· 企業との関係づくりにおいて大切なのは、担当者との信頼関係を形成し、そこから企業の希望やニーズを引き出すことです。
· そのためには、日常的な会話や打合せ内容とは直接関係のない場面での交流等を通じて相手の思いを理解するという、相談支援の大切な考え方を、企業との関係づくりにおいても実践していくことが求められます。この演習を通じて、企業との関係づくりをこれまでとは異なる視点でとらえてもらいます。
	

	10～20分
	【講義③】
【就労】Ｃ．企業へのアプローチ（講義用スライド）に沿った講義形式で、説明を行います。
ここでは、スライドのp.39以降（「５．雇用継続支援のあり方」）を説明していきます。
講義のポイント：
· 雇用継続支援は、労働者の雇用継続だけが目的ではありません。定期的に訪問し、職場の状況を把握することで、新規雇用を提案する「営業」を目的とすることが望まれます。
· 雇用継続支援の現場では、労働者だけでなく、その労働者の業務を監督する者（現場担当者等）への支援を重視する必要があります。そして、企業や労働者からの訴えを受け止めつつ、潜在的な訴えに耳を傾けることで新たなニーズを捕捉することが求められます。　
	· 研修の振り返りや締めくくりに当たっては、「手引」第４章第３節２（３）振り返りで気づきや共感を深める（pp.63-66）が参考になります。
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